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一般会計歳入･歳出予算内訳

特集１ 平成24年度 予算概要

※上記の金額は千円単位を四捨五入し、必要に応じて端数調整をしています。

歳入総額
384億3,000万円
（▲10億1,700万円）

自主財源
95億4,100万円
（＋7億2,800万円）

市税
66億7,900万円
（▲3,500万円）

地方交付税
163億1,800万円
（＋5億4,700万円）

市債
61億5,900万円
（▲13億5,500万円）

国庫支出金
31億4,200万円
（▲5億3,300万円）

県支出金
20億6,600万円
（▲3億3,700万円）

地方譲与税、交付金
12億400万円（▲6,700万円）

分担金及び負担金ほか
28億6,200万円
（＋7億6,300万円）

依存財源
288億8,900万円
（▲17億4,400万円）

歳出総額
384億3,000万円
（▲10億1,700万円）

義務的経費
167億300万円
（▲2億4,500万円）

その他
150億3,600万円
（＋1億4，８00万円）

人件費
50億9,200万円
（▲3,500万円）

普通建設事業費
66億7,000万円
（▲9億2,000万円）

災害復旧事業費
2,100万円

（±0円）

物件費
50億9,400万円
（▲1億8,700万円）

繰出金
50億1,300万円
（＋6,300万円）

投資及び出資金
1億4,700万円

（＋800万円）
貸付金

5億600万円
（＋1,300万円） 補助費等

36億2,900万円
（＋2億3,400万円）

維持補修費・積立金ほか
6億4,700万円
（＋1,800万円）

扶助費
38億1,100万円
（▲1億8,600万円）

公債費
78億円

（▲2,500万円）

投資的経費
66億9,100万円
（▲9億2,000万円）

※（　）内は対前年度比
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○義務的経費　支出が義務付けられ、任意に縮減できない経費
　・人件費　特別職の報酬や一般職員の給料、共済費など
　・扶助費　�法令に基づいた生活保護費や児童手当などの支給、市が単独で行う

各種扶助のための経費
　・公債費　市債などの借入金の元金や利子を返済するための経費
○投資的経費　公共施設の建設や道路整備など将来に残るものに支出される経費
　・普通建設事業費　道路や学校などの建設、整備にかかる経費
　・災害復旧事業費　自然災害で被災した施設の復旧にかかる経費
○その他の経費
　・物件費　光熱水費、消耗品費、備品購入費、委託料など
　・繰出金　一般会計から特別会計などへ支出する経費
　・補助費等　一部事務組合や各種団体などへの負担金や補助金
　・積立金　各種基金へ積み立てる経費
　・その他　貸付金、投資及び出資金、維持補修費、予備費

歳　
　
　
入

歳　
　
　
出

　平成24年度予算は、市民の皆さんとの「きずな」
で築く「生活最優先都市・三次」をめざし、「がんば
る」「あんしん」「ぬくもり」を新たなまちづくりの政
策重点指針として掲げ、行財政改革に取り組みなが
ら、さらに前進を図り、魅力と活力あるまちづくり
を進めていくための予算を編成しました。
　今月号では、平成24年度予算の概要をご紹介します。

市民との「きずな」で進める
「生活最優先」のまちづくり

当初予算に反映した行革効果
　約３億４,000 万円（人件費の抑制、内部管理経費の削減ほか）

総額　 687億2,463万円
384億3,000万円
188億8,526万円
114億 937万円

一般会計
特別会計
企業会計

○自主財源　市税など独自で確保できるお金
　・市税　�市税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税、都市計画税など、

市へ納入される税金
　・分担金及び負担金ほか　保育料や各種使用料・手数料など
○依存財源　国や県からの交付金や市債など他から確保するお金
　・地方交付税　�自治体が一定水準の事務が行えるよう一定の基準により、

国から交付されるお金
　・市債　公共施設の建設や道路整備など、国や銀行などから借り入れるお金
　・国庫・県支出金　特定の目的のために国や県から交付されるお金
　・地方譲与税、交付金　�国が徴収した国税を一定の基準で各自治体へ配分す

るお金
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特集1 市民との「きずな」で進める「生活最優先」のまちづくり

平成24年度に取り組む主な事業を紹介します

「がんばる」まちづくり
三次駅周辺整備イメージ図

　中国横断自動車道尾道松江線の開通を契機とした
観光交流の促進や、地域の活力増進と企業誘致・産
業の活性化に向けた取り組みを行うほか、スポーツ
交流施設や産地直売所等の交流施設の整備を視野に
いれた具体的な施策の展開を図ります。

○戦略的観光交流推進事業【新規】	 7,700万円
　観光誘導・案内サイン調査・観光キャンペーン他
○酒屋総合交流施設（基本計画）【新規】	 500万円
　施設整備に向けた基本計画の策定
○三次町活性化（検討業務）	 400万円

観光・交流

○企業誘致＆産業活性化推進【拡充】	 2,309万円
○道の駅整備（検討業務）【新規】	 500万円
　�地域活性化と交流人口の拡大をめざした道の駅整備に
関する検討作業

企業誘致・産業活力

○市民ホール建設【拡充】	 5億8,702万円
○上原願万地線整備	 3億6,663万円
○三次駅周辺整備【拡充】	 11億3,408万円
○みらさか土地区画整理【拡充】	 2億1,859万円
○新庁舎建設【拡充】	 4億9,700万円
○水辺の楽校構想の策定【新規】	 500万円
　�河川を生かしたまちづくり、親水環境の整備に関する
基本構想を策定
○地域活性化調査研究【新規】	 800万円
　�これからの三次を創造するために必要な地域活性化策
の具体化調査・研究
○健康増進計画の策定【新規】	 234万円
　�現在の計画（平成24年度まで）の成果と課題を検証し、
新たな健康増進の基本計画を策定
○食育推進計画の策定【新規】	 50万円
　�現在の計画（平成24年度まで）の成果と課題を検証し、
食育の一層の推進を図るための基本計画を策定

まちづくり基幹プロジェクト＋新たな計画づくり

○がんばる地域支援事業補助【新規】	 1,000万円
　地域の課題克服と地域力の構築に取り組む団体等の支援
○がんばる産業支援事業補助【新規】	 3,000万円
　�農業・商工業等の産業分野で新たな事業展開等に対す
る支援
○がんばる地域・産業施設整備支援事業補助【新規】	1億円
　�交流人口の拡大と地域活力の創出に必要な施設整備の
支援
○自治活動支援交付金	 1億7,271万円
○地域集会施設整備等事業補助	 200万円
○活力ある地域づくり総合支援事業補助	 2,800万円
○元気な農業の里づくり事業	 4,487万円
○和牛・酪農の里づくり事業【拡充】	 1,052万円
○有害鳥獣被害防止対策関係補助	 3,200万円
○農地・水・環境保全向上対策交付金【拡充】	5,900万円
○林道整備【拡充】	 1億3,224万円
○雇用創出・緊急雇用対策	 1,398万円
○職業訓練委託	 1,000万円
○融資預託・利子補給	 3億2,012万円
○住宅・店舗リフォーム資金補助	 2,400万円
○定住促進対策	 3,314万円

地域振興・産業振興	＋	景気対策
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「あんしん」のまちづくり

「ぬくもり」のまちづくり

　安全・安心が実感できるまちづくりに向けて、学校・保育所の耐震化等の
防災対策を進めるとともに、道路・上下水道の整備等の市民生活に直結した環境整備や
エコ対策事業を着実に推進していきます。

　子どもたちの健やかな成長と、ともに支え合うぬくもりのあるまちづくりに向けて、
放課後こども教室等の子育て対策や福祉保健・医療の充実を図ります。

耐震化実施後の
十日市小学校

三良坂地域子育て支援センター

○放課後子ども教室【拡充】	 503万円
○放課後児童クラブ	 1億1,030万円
○子育て環境整備（大型遊具設置）【新規】	 4,000万円	
　子育て段階のニーズに応じた大型遊具の整備
○保育の充実（延長・休日保育等）	 9億7,334万円
○介護予防事業参加促進モデル事業【新規】	 300万円
　介護予防事業への参加促進に向けた移動支援の実施
○元気ハツラツ教室【拡充】	 1,355万円
○高齢者トレーニング教室【拡充】	 1,621万円
○障害者福祉施設開設準備等補助【新規】	 400万円
　グループホーム、ケアホーム開設時への補助制度
○乳幼児等医療費助成【拡充】	 1億4,046万円
○中央病院の医療機器・施設整備【拡充】	4億9,500万円

子育て・福祉保健・医療

○学校・保育所耐震化等整備【拡充】	 9,724万円
○防災・行政情報伝達システム構築【新規】
　�防災・行政情報伝達システム構築の	1,100万円
設計業務
○放射線測定器配備（全支所）【新規】	 77万円
　�放射線量の計測に必要な機器を�
全支所配備
○生活交通対策【拡充】	 3億2,919万円
○住宅用太陽光発電設備設置補助	 2,000万円
○LED防犯灯整備	 3,000万円
○ゴミ処理対策【拡充】	 7億6,087万円
○道路・上下水道整備	 47億2,685万円
○小型浄化槽設置補助	 8,800万円

防災・環境・生活基盤
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問い合わせ先　財務部財政課財政係
	 ☎（0824）62-6119　 （0824）62-6235　 zaisei@city.miyoshi.hiroshima.jp

豊かな教育・国際交流
　歴史・文化の継承と学ぶ喜びをもてるまちづくりに向けて、「知・徳・体」のバランスのと
れた子どもを育てる学校教育の推進、文化・スポーツの振興を図ります。
　また、友好都市や姉妹都市提携の記念事業を実施するほか、「ゆたかな国際感覚育成事業補助」
を新設して、人材育成を図り、国際交流を積極的に進めていきます。

○知徳体向上三次プラン【拡充】	 1億3,052万円
○特色ある学校づくり【拡充】	 1,530万円
○小中一貫教育の推進【新規】	 400万円
　義務教育期間の一貫教育体制の具体化（モデル校）
○小中学校外国語教育の推進	 4,400万円
○学校警備設備等設置事業【拡充】	 2,352万円
○酒河小学校増築（設計）【新規】	 2,000万円
　校舎増築の測量・設計
○三良坂小中一貫校整備（設計・用地）【新規】	7,760万円

学校教育の振興
○「スポーツのまち三次」活動補助【新規】	 700万円
　�次世代を担う子どもたちのスポーツ活動への助成を通
したスポーツのまちづくりの推進
○スポーツ・文化振興補助	 1,850万円
○十日市親水公園グランドゴルフ場拡張整備【新規】
	 1,000万円

社会教育の振興

○友好・姉妹都市提携記念事業【新規】	 384万円
　中国雅安市雨城区（20周年）、韓国泗川市（10周年）、
　インドハイデラバード市（５周年）との記念事業
○ゆたかな国際感覚育成事業補助【新規】	 200万円
　�豊かな国際感覚を身につけることをめざした高校生の
海外派遣事業への補助

国際交流の推進

一般会計・特別会計・企業会計の予算額
会　計　区　分 予算額 前年度比

一　般　会　計 384億3,000万円 ▲2.6％

特別会計
188億8,526万円
前年度比　1.6％

国民健康保険特別会計 65億9,187万円 4.2％

診療所特別会計 1億7,039万円 ▲36.4％

介護保険特別会計 69億61万円 3.2％

後期高齢者医療特別会計 7億6,661万円 6.7％

土地取得特別会計 221万円 ▲26.6％

下水道事業特別会計 23億1,256万円 ▲3.5％

農業集落排水事業特別会計 11億1,534万円 4.8％

簡易水道事業特別会計 10億2,567万円 ▲8.8％

企業会計
114億937万円
前年度比　4.4％

病院事業会計
収益的収支 79億5,228万円 0.6％

資本的収支 13億8,068万円 43.8％

水道事業会計
収益的収支 9億4,419万円 ▲0.2％

資本的収支 11億3,222万円 1.1％

合　　計 687億2,463万円 ▲0.4％

※企業会計については、収入または支出の大きい数値を計上しています

特集1 市民との「きずな」で進める「生活最優先」のまちづくり
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問い合わせ先　教育委員会学校教育課教育指導係
	 ☎（0824）62-6187　 （0824）62-6288　 gakkou@city.miyoshi.hiroshima.jp

「活用力」を高めるために ～三次版「授業モデル」を通して！～

算数・数学
　基礎的な計算力は、すべての学年において全国平均を上回っています。
　特に、「図形」は、小学校３年生以上で全国平均よりもかなり上回る結果でした。
　�今後は、授業で身に付けた知識・技能を生活や学習に活用することで、問題を解決していく
力をさらに高めていく必要があります。

理　科
　中学校１・２年生ともに、全国平均を下回っています。
　�今後は、基礎的・基本的な事項の確実な習得と、観察、実験の結果を表やグラフに整理し、
自分の言葉で説明する活動を充実させる必要があります。

英　語
　�すべての学年・領域で全国平均を上回っています。特に、「読むこと」「書くこと」が、全国
平均よりもかなり高くなっています。
　�今後は、英語で自分のことを表現する機会を増やし、身近な話題で気持ちや考えなどを伝え
合う活動を多く取り入れていく必要があります。

「生活・学習意識調査」の結果を５年前と比べてみると…
子どもの学習への目的意識は高まっています！

「はい」と回答した児童・生徒の割合（%）

毎日、朝食をとりますか？

H18 H23

75 80 85

学校の授業はよくわかりますか？

勉強は大切だと思いますか？
（小学校）

自分の好きな仕事につけるよう
勉強したいと思いますか？（中学校）

勉強はふだんの生活や社会に
出て役立つと思いますか？（中学校）

　保護者や地域の皆さんに協力していただ
きながら進めている学習活動は、子どもた
ちの学習への目的意識を高めることにつな
がっています。
　学力の向上は、「学習への目的意識」や「基
本的な生活習慣の確立」に支えられています。
　今後とも、子どもたちの家庭での生活・
学習習慣の確立のために、ご協力をお願い
します。

　全小・中学校で共通的な三次版「授業モデル」
を開発し、「活用力」を育てる授業づくりに取り
組んでいます。
　この授業モデルをもとに、次のような３つの学
習活動を取り入れた授業づくりを、各学校で組織
的に進めています。
○自分なりの考えを根拠に基づいてまとめる。
○�自分の考えを相手や目的に応じてはっきりと表
現する。
○�自分の考えと比較しながら聞き、根拠の妥当性
を検討しながら、話し合い、さらに自分の考え
を深める。

三次版「授業モデル」

考えをもつ
見通しをもたせて

既習事項・経験を活用させて
思考をメモにとらせて

考えを相互作用し合う
ペア、グループで思考させて

思考を比較させて
学習の振り返りをさせて

考えを表現する
キーワードを活用させて

話型を活用させて
全員に表現させて
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ステップアップ学力向上！特集２

三次の子どもたちの「基礎・基本」と「活用」の力は着実に伸びています !
　今年１月に、市内全校の小学校１年生から中学校２年生の児童・生徒を対象に、小学校では国語、
算数、中学校では国語、社会、数学、理科、英語の各教科で「学力到達度検査」を実施しました。
　この検査は、一人ひとりの子どもたちに、「基礎・基本」の力と「活用力※」が確実に定着している
かを把握し、各学校で授業改善と、わかりやすい授業づくりを進めていくことを目的とするものです。
　平成 16年度から毎年行っているこの検査では、三次市の平均正答率は年々上昇し、平成 22年度
から新たに出題された「活用力※」についても着実に向上しています。
　各学校では、一人ひとりの結果を全教職員で共有し、学校全体で改善計画を立て、課題克服に取
り組んでいます。
※「活用力」とは？：基礎・基本をもとに、学習した内容を組み合わせて未知の課題を解決していく力

国　語
　�昨年に引き続き、文字の表記、語句や文法の意味理解など、すべての学年で全国平均を上回り、
中学校ではすべての学年・領域で全国平均を上回っています。
　特に、「読むこと」は、小学校６年生以上で着実に高くなっています。
　�今後は、読書量を増やす工夫をするとともに、言葉や表現に対する自分なりの「考え」をもち、
さらにその考えを相手にわかりやすく表現する力をつける学習を充実させる必要があります。

社　会
　中学校１・２年生ともに、すべての領域で全国平均を上回っています。
　今後は、資料から読み取ったことをしっかりと書かせるなど、考えたことを自分の言葉で
　表現する力を鍛えていく必要があります。

ステップアップ 学力向上！
平成23年度 三次市学力到達度検査

全国との正答率の差（英語）%
7
6
5
4
3

1
2

0
H16 H22 H23

英語

全国との正答率の差（算数・数学科）%
3
2.5
2
1.5
1

0
0.5

-0.5

小学校
中学校

H16 H22 H23

小学校
中学校

全国との正答率の差（国語科）
5

4

3

2

1

0

-1

小学校
中学校

H16 H22 H23

%

■平成23年度全体結果� （学年別平均正答率　単位：％）

国

　語

学校 小学校 中学校
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年

全国 83.2 85.7 69.7 67.2 72.2 77.8 70.0 70.0

三次市 85.0 85.6 74.3 67.8 75.7 82.3 75.1 74.3 

算
数
・
数
学

学校 小学校 中学校
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年

全国 86.1 76.2 73.6 64.0 71.4 70.1 65.4 60.7

三次市 87.3 76.1 77.0 65.9 73.5 75.0 66.5 64.9 

社
会
・
理
科
・
英
語

中学校
社　会 理　科 英　語

※�社会、理科
については
平成23年度
から実施

１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年

全国 57.3 58.9 53.3 64.5 74.1 63.0

三次市 58.8 61.0 51.4 61.7 79.1 70.0 

特
集
２

平均正答率の推移
平成22年度から「活用力」重視
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●担当係を新設・統合したもの
主な業務 ４月からの担当部署

行財政改革の推進に関すること 行革推進特別対策本部
市役所本館２階
☎（0824）62-6304　 （0824）62-6137
gyoukaku@city.miyoshi.hiroshima.jp

定住の促進・相談に関すること など
地域振興部
観光交流課

定住交流係
市役所本館２階
☎（0824）62-6129　 （0824）62-6137
kankou@city.miyoshi.hiroshima.jp

観光戦略および観光情報の収集・発信
に関すること など 観光振興係

市役所本館２階
☎（0824）64-0066　 （0824）62-6137
kankou@city.miyoshi.hiroshima.jp

産業経済活性化、農商工連携に関する
こと など 産業部

商工振興課

産業経済活性化
プロジェクトチーム

市役所東館４階
☎（0824）62-6171　 （0824）64-0172
shoukou@city.miyoshi.hiroshima.jp

商工業の振興に関すること など 商工振興係
市役所東館４階
☎（0824）62-6171　 （0824）64-0172
shoukou@city.miyoshi.hiroshima.jp

市債権の確保に係る関係部局との調整
および連携に関すること など 財務部 収納課 債権確保

プロジェクトチーム
市役所本館１階
☎（0824）62-6140　 （0824）62-6352
shunou@city.miyoshi.hiroshima.jp

●課・係を統合したもの
旧担当部署 ４月からの担当部署

総合窓口センター�市民生活課
総合相談係／戸籍住民係 総合窓口センター

市民生活課

市民窓口係
市役所東館１階
☎（0824）62-6138　 （0824）63-2809
shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

総合窓口センター�保険年金課
保険年金係 保険年金係

市役所東館１階
☎（0824）62-6134　 （0824）63-2809
shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

産業部�農政課
営農推進係／農林振興係 産業部 農政課 農林振興係

市役所本館４階
☎（0824）62-6163・6164　 （0824）64-0172
nousei@city.miyoshi.hiroshima.jp

建設部�土木課
維持管理係／幹線道路対策係 建設部 土木課 土木管理係

市役所東館３階
☎（0824）62-6156　 （0824）62-6166
doboku@city.miyoshi.hiroshima.jp

●係を所管替えまたは変更したもの
業務内容／旧所管部署 ４月からの担当部署

工事等の入札および契約、工事等の検査に関すること など 市役所東館２階
☎（0824）62-6141　 （0824）62-6235
zaisei@city.miyoshi.hiroshima.jp財務部�管財課�契約係 財務部�財政課 契約係

行政情報化・地域情報化の推進、情報通信ネットワークおよび
情報処理システムの運用管理、統計に関すること など 市役所本館２階

☎（0824）62-6106　 （0824）62-6137
kikaku@city.miyoshi.hiroshima.jp総務部�秘書広報課�情報係 地域振興部

企画調整課 情報係

地籍調査に関すること 市役所東館２階
☎（0824）62-6386　 （0824）62-6235
kanzai@city.miyoshi.hiroshima.jp財務部�管財課�管財係 財務部 管財課 用地地籍係

道路、橋梁、河川等の維持に関すること 市役所東館３階
☎（0824）62-6157　 （0824）62-6166
doboku@city.miyoshi.hiroshima.jp建設部�土木課�維持管理係 建設部 土木課 土木建設係

みらさか土地区画整理事業に関すること 市役所東館３階
☎（0824）62-6183　 （0824）62-6166
toshi@city.miyoshi.hiroshima.jp建設部�都市整備課�都市整備係 建設部�都市整備課 駅周辺整備・区画整理

プロジェクトチーム

●教育委員会の改編
主な業務 ４月からの担当部署

教育委員会議、教育委員会の評価、
教育奨学金に関すること など 教育委員会

社会教育課

教育総務係
みよしまちづくりセンター１階（施設利用受付☎0824-64-0091）
☎（0824）62-6182　 （0824）64-0067
shakai@city.miyoshi.hiroshima.jp

文化財保護、芸術・文化活動、
スポーツの推進に関すること など 文化スポーツ係

みよしまちづくりセンター１階
☎（0824）64-6191　 （0824）64-0067
shakai@city.miyoshi.hiroshima.jp

児童生徒の就学および学級編成、通学区域、
学校保健、学校給食に関すること など

教育委員会
学校教育課

学校教育係
みよしまちづくりセンター２階
☎（0824）62-6184　 （0824）62-6288
gakkou@city.miyoshi.hiroshima.jp

学校その他教育施設の営繕および保守
に関すること など 施設係

みよしまちづくりセンター２階
☎（0824）62-6188　 （0824）62-6288
gakkou@city.miyoshi.hiroshima.jp

学力向上対策、学習指導、生徒指導に関
すること など 教育指導係

みよしまちづくりセンター２階
☎（0824）62-6187　 （0824）62-6288
gakkou@city.miyoshi.hiroshima.jp

市役所の組織機構を変更しました

問い合わせ先　地域振興部企画調整課企画調整係
	 ☎（0824）62-6115　 （0824）62-6137　 kikaku@city.miyoshi.hiroshima.jp

４月から
　社会環境や経済動向の変化による課題等に素早く、柔軟に対応できる組織づくりをめざし、
４月１日から市役所の組織機構の一部を変更しました。
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三次市からのお知らせ



　

４
月
25
日
㈬
か
ら
、
中
国
放
送（
Ｒ

Ｃ
Ｃ
）
で
、
三
次
観
光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の「
き
り
こ
ち
ゃ
ん
」
が
大

活
躍
す
る
三
次
市
の
観
光
情
報
番
組
が

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　
こ
の
番
組
で
は
、「
き
り
こ
ち
ゃ
ん
」

が
、
三
次
に
関
す
る
問
題
を
出
題
し
な

が
ら
、
市
内
外
に
市
の
魅
力
や
観
光
情

報
を
お
届
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
番
組
で
は
、
三
次
に
関

す
る
問
題
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�http://w
w
w
.rcc-tv.jp/m

iyoshi/

●
番
組
名　
「
み
よ
し
テ
ス
ト
！

�

教
え
て
‼
き
り
こ
ち
ゃ
ん
」

●
放
送
時
間　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
19
時
55
分
～
20
時

�

（
初
回
放
送
日
：
４
月
25
日
）

●
放
送
局　
中
国
放
送（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）

※�

放
送
が
無
い
週
が
あ
り
ま
す
の
で
、
番
組
表
な
ど

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
観
光
交
流
課
観
光
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
６
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

kankou@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
学
校
の
統
合
に
よ
る
栄
養
職
員
等
の
配
置
や
今
後
の
各
学
校

給
食
調
理
場
の
食
数
の
調
整
等
に
よ
り
、
学
校
給
食
調
理
場
の

再
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
11
カ
所
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場
と

２
校
の
単
独
校
給
食
、
５
校
の
中
学
校
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、お
い
し
く
て
安
心・

安
全
な
給
食
の
提
供
と
地
域
の
食
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ

り
一
層
の
食
育
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
変
更
内
容
】

○�
酒
河
小
学
校
は
、「
八
次
学
校
給
食
共
同
調
理
場
」か
ら
給
食

を
受
け
、「
十
日
市
学
校
給
食
調
理
場
」は
、
十
日
市
小
学
校
の

み
の
単
独
校
給
食
と
な
り
ま
し
た
。

○�「
川
地
学
校
給
食
調
理
場
」は
、
志
和
地
小
学
校
の
統
合
に
よ

り
、
川
地
小
学
校
の
み
の
単
独
校
給
食
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
施
設
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
８
８

　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
６
７

　

gakkou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
今
ま
で
の
具
体
的
名
称
を
限
定
列
挙
し
た
診
療
科
名
か

ら
、
身
体
の
部
位
や
患
者
の
疾
患
等
の
名
称
を
使
用
し
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
名
称
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

新
し
い
診
療
科
名

三
次
市
観
光
情
報
番
組

「
み
よ
し
テ
ス
ト
!

教
え
て
‼
き
り
こ
ち
ゃ
ん
」

4
月
1
日
か
ら

学
校
給
食
調
理
場
の
再
編
成
を
行
い
ま
し
た

4
月
1
日
か
ら

市
立
三
次
中
央
病
院
の
診
療
科
名
を

変
更
し
ま
し
た

平成24年度
三次市医療技術職員修学資金の

修学生を募集します
●対　　象
・�助産師、看護師の養成施設に在
学し、最終学年に在学する方
・�卒業後、市立三次中央病院で
医療技術職（助産師または看護
師）として勤務しようとする方
●貸付月額
　月額50,000円（限度額）
●返還免除
　�卒業後、1年以内に、助産師ま
たは看護師免許を取得し、かつ、
市立三次中央病院で18カ月以
上就業した場合は、返還を免除
します。
　※�貸付期間の1.5倍以上の就業が必

要です。
●申込締切　５月１日（火）

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
病
院
部
病
院
企
画
課
病
院
企
画
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

０
１
０
１

　

（
０
８
２
４
）６
５

－

０
１
５
０

　
byouinkikaku@

city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

平
成
23
年
度
（
変
更
前
）

平
成
24
年
度
（
変
更
後
）

十
日
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場

十
日
市
学
校
給
食
調
理
場
（
単
独
）

十
日
市
小
学
校

十
日
市
小
学
校

酒
河
小
学
校

－

八
次
学
校
給
食
調
理
場
（
単
独
）

八
次
学
校
給
食
共
同
調
理
場

八
次
小
学
校

八
次
小
学
校

－

酒
河
小
学
校

川
地
学
校
給
食
共
同
調
理
場

川
地
学
校
給
食
調
理
場
（
単
独
）

川
地
小
学
校

川
地
小
学
校

志
和
地
小
学
校
（
統
合
）

－

※�

新
し
い
診
療
科
名
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
あ
る
医
師
名
簿

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

消
化
器
内
科

（
旧
：
消
化
器
科
）

循
環
器
内
科

（
旧
：
循
環
器
科
）

呼
吸
器
内
科

（
旧
：
呼
吸
器
科
）

糖
尿
病
・
代
謝
内
分
泌
内
科
（
新
設
）

放
射
線
治
療
科

（
放
射
線
科
を
細
分
）

放
射
線
診
断
科

（
放
射
線
科
を
細
分
）

スタート！
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
、

ペ
レ
ッ
ト
・
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

設
置
費
用
補
助
を
行
い
ま
す

　

平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
金
」
の
交

付
要
綱
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
お
知
ら
せ
が
遅
く
な
り
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

改
正
内
容

　
こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
設
置
す

る
事
業
者
に
つ
い
て
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
24
年
4
月
1
日

か
ら
、
補
助
対
象
の
要
件
に
、「
設
置

に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
に
本
店
も
し
く

は
営
業
所
の
あ
る
法
人
と
市
に
納
税
申

告
し
て
い
る
個
人
事
業
者
で
あ
る
こ

と
」を
加
え
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
部
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

２
９
５
１

　

kikikanri@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
市
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、次
の
内
容
で
補
助
を
行
い
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

●
補
助
内
容

　
太
陽
電
池
の
公
称
最
大
出
力
１
kW
あ

た
り
３
万
５
千
円（
上
限
４
kW
、14
万
円
）

（
例
）�公
称
最
大
出
力
３
・
84�

kW
の
シ

ス
テ
ム
の
場
合

　
３
５
，
０
０
０
円
×
３
・
84�

kW

�

＝
１
３
４
，
０
０
０
円

�

（
１
，
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

●
補
助
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①�

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
自
ら
所

有
し
居
住
す
る
市
内
の
住
宅（
併
用

住
宅
を
含
む
）
に
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

②�

申
請
者
の
世
帯
員
全
員
が
、
補
助
金

交
付
申
請
時
に
納
付
す
べ
き
納
期
限

の
到
来
し
た
市
税
・
料
を
完
納
し
て

い
る
方

③�

平
成
24
年
4
月
1
日
以
降
に
、
電
力

会
社
と
電
力
受
給
契
約
を
締
結
さ
れ

た
方

④�

補
助
金
交
付
決
定
後
に
着
工
し
、
平

成
25
年
2
月
28
日
ま
で
に
設
置
を
完

了
さ
れ
る
方

※�

交
付
決
定
前
に
着
工
さ
れ
た
場
合
は
、
補
助
金
の

交
付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

⑤�

シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、

市
内
に
本
店
も
し
く
は
営
業
所
を
設

置
し
て
い
る
法
人
、
ま
た
は
市
に
納

税
申
告
し
て
い
る
個
人
事
業
者
で

あ
っ
て
、
１
年
以
上
継
続
し
て
事
業

活
動
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
と
施
工

の
契
約
を
行
う
方

※�
た
だ
し
、
住
宅
の
新
築
ま
た
は
購
入
す
る
方
は
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥�
市
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
な
ど
啓
発
事
業

に
協
力
で
き
る
方

※�

こ
の
補
助
金
は
、
国
の
補
助
金
と
の
併
用
が

可
能
で
す
。
国
の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

次
の
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
購
入
補
助

●
補
助
内
容

　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
の
購
入
、
設

置
に
係
る
直
接
的
経
費
の
１
／
３（
上

限
10
万
円
）

（
例
）�直
接
的
経
費
が
２
２
５
，
７
５
０

円
の
場
合

　
２
２
５
，
７
５
０
円
×
１
／
３

�

＝
７
５
，
０
０
０
円

�

（
１
，
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

●
補
助
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①�

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
ま
た
は
事
務

所
が
あ
る
法
人
・
団
体
で
、
自
ら
所

有
す
る
市
内
の
住
宅（
併
用
住
宅
を

含
む
）、
ま
た
は
事
務
所
に
補
助
対

象
機
器
を
設
置
す
る
方

②�

補
助
金
交
付
申
請
時
に
納
付
す
べ
き

納
期
限
の
到
来
し
た
市
税
・
料
を
完

納
し
て
い
る
方（
個
人
設
置
者
は
世

帯
員
全
員
）

③�

補
助
金
交
付
決
定
後
に
着
工
し
、
平

成
25
年
2
月
28
日
ま
で
に
設
置
を
完

了
さ
れ
る
方

※�

交
付
決
定
前
に
着
工
さ
れ
た
場
合
は
、
補
助

金
の
交
付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

④�

市
内
の
事
業
者
が
取
り
扱
う
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
等
を
購
入
さ
れ
る
方

※�
た
だ
し
、
住
宅
の
新
築
ま
た
は
購
入
さ
れ
る

方
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤�
市
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
な
ど
啓
発
事
業

に
協
力
で
き
る
方

4
月
1
日
か
ら

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
金

交
付
要
綱
を
一
部
改
正

設
置
事
業
者
の
要
件
を

追
加
し
ま
し
た

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
７

　

kankyo@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

問い合わせ先

※�

い
ず
れ
の
補
助
金
と
も
、
過
年
度
に
受
け
た

補
助
金
額
が
上
限
に
満
た
な
い
方
は
、
そ
の

差
額
を
上
限
に
補
助
金
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
、
各
支
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー�
（
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

〒
２
６
１

－

７
１
１
２

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
２

－

６

－

１

	

Ｗ
Ｂ
Ｇ
マ
リ
ブ
イ
ー
ス
ト
12
Ｆ

　
☎（
０
４
３
）２
３
９

－

６
２
０
０

�

※
受
付
時
間
：
平
日
9
時
20
分
～
17
時
20
分

　

（
０
４
３
）２
３
９

－

６
２
０
１

　

 http://w
w
w
.j-pec.or.jp
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問い合わせ先　農業委員会事務局
	 ☎（0824）62-6193　 （0824）64-0172　 nougyou@city.miyoshi.hiroshima.jp

　農業委員会では、平成 24年度農作業労賃等の標準額を次のとおり決定しました。地域の実情やほ
場の状況などの違いがありますので、双方でよく話し合って決めてください。

※各作業料金は消費税込みの金額です。

作業内容 単位 金額（円） 備　　考

仕　　付

荒　　　　起 10 ａ 8,000 
代 　 か 　 き 〃 12,000 

代かき
荒 か き 〃 5,000 
荒かきしたもの 〃 7,000 

田　　植
機 　 械 　 植 〃 8,000 補植なし
補植作業など １時間 1,000 

育　　苗 水 稲 稚 苗 １箱 680 運賃は別
農　薬　散　布 10 ａ 2,000 機械は受託者。農薬は委託者持ち

稲刈脱穀 コ ン バ イ ン 〃 20,000
結束する場合は 2,000 円加算。結束紐は受託者持ち。
角刈りなし。コンバイン搬入運賃は別。湿田等により作業能
率が低下する場合はその分加算。

乾燥調整 生　　　　籾 30㎏ 950 搬入運賃は別
草　　　　　刈 １時間 2,500 機械は受託者持ち込み
農作業雇用労賃 〃 1,000
軽作業雇用労賃 〃 750 果樹作業含む

大型農機具運転手（オペレーター） １日 12,000 1,500 円／１時間

三次市農作業労賃等標準額が決定平成24年度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
産
業
部
商
工
振
興
課
商
工
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
７
１　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

　

shoukou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

対
象
工
事

①�

住
宅
ま
た
は
店
舗
・
事
務
所（
以

降「
店
舗
等
」）の
本
体
部
分
の
増
改

築
・
修
繕
・
模
様
替
え
工
事

②�

補
助
金
交
付
決
定
後
に
着
工
し
、
平
成

25
年
２
月
28
日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事

③�

消
費
税
を
除
く
工
事
金
額
が
、
50
万

円
以
上
の
工
事

対
象
と
な
る
住
宅
・
店
舗
等

①�

市
内
に
あ
る
自
己
の
居
住
用
の
住
宅

（
共
同
住
宅
に
あ
っ
て
は
専
用
部
分
）

②�

市
内
に
あ
る
自
己
の
営
業
用
店
舗
等

補
助
金
額

　
工
事
金
額
の
10
％
以
内

　
上
限
：
住
宅
20
万
円
・
店
舗
等
30
万
円

申
込
資
格

①�

市
内
に
住
居
ま
た
は
店
舗
等
を
所
有

す
る
個
人
、
ま
た
は
市
内
に
登
記
し

て
い
る
店
舗
等
を
有
す
る
法
人
で
、

市
税
・
料
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

②�

申
請
す
る
工
事
部
分
に
つ
い
て
、
市

等
の
他
の
補
助
制
度
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と

工
事
を
行
う
業
者

　
市
内
に
住
民
登
録
お
よ
び
主
た
る
事

業
所
を
有
す
る
個
人
事
業
者
、
ま
た
は

市
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人
事
業
者

申
込
受
付

期　

間
：
５
月
９
日（
水
）～
22
日（
火
）

と
こ
ろ
：
産
業
部
商
工
振
興
課

�

（
市
役
所
東
館
４
階
）

※�

５
月
９
日
に
限
り
、
市
役
所
東
館
２
階

会
議
室
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
、
市
が
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す（
た
だ
し
、
店
舗
等
を
除
く
）。

抽
選
日
：
５
月
25
日（
金
）14
時
～

と
こ
ろ
：
市
役
所
東
館　
２
階
会
議
室

事
前
説
明
会

と　

き　
４
月
23
日（
月
）14
時
～

と
こ
ろ　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

そ�

の
他

　
申
込
順
お
よ
び
説
明
会
へ
の
出
席
の

有
無
は
、
補
助
金
の
交
付
決
定
に
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

　
申
込
書
類
や
詳
し
い
資
料
は
、
市
役

所
本
庁
・
各
支
所
の
ほ
か
、
三
次
商
工

会
議
所
、
三
次
広

域
商
工
会
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

住
宅
・
店
舗
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
補
助
し
ま
す

（
三
次
市
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
補
助
金
）
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市
で
は
、
生
活
最
優
先
の
市
政

の
推
進
に
お
け
る
主
要
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
下
水
道
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ

た
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に

は
下
水
道
へ
の
接
続
義
務
が
あ
り
、

接
続
さ
れ
る
こ
と
で
整
備
効
果
を

発
揮
で
き
ま
す
。
下
水
道
施
設
の

維
持
管
理
や
処
理
に
必
要
な
経
費

は
、
使
用
料
で
賄
う
こ
と
が
基
本

で
す
が
、
現
状
で
は
、
下
水
道
へ

の
接
続
率
も
６
割
程
度
と
低
い
状

況
で
あ
り
、下
水
道
接
続
率
の
ア
ッ

プ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
整
備
方
針
と
し
て
、
平

成
22
年
度
区
域
拡
張
を
行
っ
た
三

次
町
、
畠
敷
町
、
四
拾
貫
町
の
区

域
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
へ
の
接

続
に
対
す
る
意
向
が
高
い
区
域
か

ら
、
順
次
整
備
す
る
計
画
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
整

備
を
し
て
い
く
三
次
町
、
畠
敷

町
、
四
拾
貫
町
の
区
域
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん（
ア
パ
ー
ト
等
は
所

有
者
）
を
対
象
に
接
続
意
向
調
査

を
行
い
ま
す
。

●
対
象
地
域

　

�

公
共
下
水
道
三
次
処
理
区
の
整

備
区
域
の
う
ち
、
認
可
変
更

に
よ
り
拡
張
し
た
区
域（
三
次

町
、
畠
敷
町
、
四
拾
貫
町
）

●
意
向
調
査
の
実
施
時
期

　
調
査
票
の
送
付　
４
月
中
旬

　
調
査
票
の
提
出
期
限　
４
月
下
旬

●
意
向
調
査
の
方
法

　
�

対
象
地
域
の
住
民
宛
に
、
返
信

用
封
筒
を
同
封
の
上
、
調
査
依

頼
文
書
と
調
査
票
を
送
付
し
ま

す
。

●
意
向
調
査
の
集
約
と
整
理

　

�

地
理
上
の
要
件
に
よ
り
分
割
し

た
Ａ
～
Ｌ
ま
で
の
12
ブ
ロ
ッ
ク

で
集
約
し
ま
す
。

●
意
向
調
査
結
果
の
活
用
方
法

　

�

下
水
道
へ
の
接
続
に
対
す
る

希
望
が
多
い
区
域（
Ａ
～
Ｌ
ブ

ロ
ッ
ク
の
う
ち
、
接
続
意
向
が

高
い
地
区
）
か
ら
優
先
的
に
整

備
し
て
い
く
よ
う
、
整
備
計
画

に
反
映
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
局
下
水
道
課
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
５
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
６

　

gesuidou@city.miyoshi.hiroshima.jp

　

田
ん
ぼ
は
、
大
き
な
水
が
め
と
し
て
自
然
を

守
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
養
分
を
含
ん
だ
濁
水
が
川
に
流
出
す

る
と
、
大
切
な
田
ん
ぼ
の
土
や
肥
料
を
失
う
だ
け

で
は
な
く
、
水
生
生
物
の
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
す

な
ど
、
自
然
環
境
に
も
負
荷
を
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
代
か
き
・
田
植
え
時
に
は
、
で
き
る
だ
け
澄
ん
だ

水
を
排
水
す
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
畦
畔
か
ら
の
水
漏
れ
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

対
策
例
畔
ぬ
り
、
あ
ぜ
シ
ー
ト
、
補
修
な
ど

●
代
か
き
・
田
植
え
時
に
排
水
口
か
ら
漏
水
が
な

い
よ
う
確
認
し
ま
し
ょ
う

対
策
例
漏
水
防
止
の
た
め
に
止
水
板
の
す
き
間

を
点
検
し
た
り
、
止
水
板
を
高
め
に
設
置
し
て

お
き
、入
水
後
に
漏
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
。

●
田
植
え
前
に
濁
っ
た
水
を
排
水
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

対
策
例
浅
水
で
代
か
き
を
行
い
、
田
植
え
ま
で

に
自
然
減
水
す
る
程
度
の
水
位
に
し
て
お
く
。

代
か
き
は
丁
寧
に
行
い
、
畦
畔
か
ら
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
部
農
政
課
農
林
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
３

　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

　

nousei@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

水
田
か
ら
の
濁
水
防
止
と

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
へ
の

取
り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

下
水
道
整
備
に
関
す
る
意
向
調
査
に
ご
協
力
を

問い合わせ先 総合窓口センター市民生活課市民窓口係
	 ☎（0824）62-6138	  （0824）63-2809  shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

７月７日㈯・８日㈰は
土・日窓口サービスを臨時休止します

新しい在留管理制度がスタートします
外国人住民の方に仮住民票を送付します

　毎週土・日曜日は、「土・日窓口サービス」として、
戸籍謄本、抄本、住民票、印鑑登録証明書証等の発行
業務を市民生活課の窓口で行っていますが、７月７日
（土）・８日（日）は、住民基本台帳法の一部改正に伴
うシステム等の整備のため、窓口サービスを行うこと
ができません。
　ご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願い
します。

　７月９日（月）に外国人登録法が廃止となり、新し
い在留管理制度がスタートします。
　この制度は、現在外国人登録証をお持ちの方で、５
月７日（月）の基準日以降に90日以上の在留資格をお
持ちの方を対象に、住民票への登録を行うものです。
　住民票へ登録される方に登録内容の確認をしていた
だくため、仮住民票を送付します。内容を確認してい
ただき、変更等が必要な方は、外国人登録書とパスポー
ト等をお持ちいただき、手続きをしてください。
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問い合わせ先　三次税務署　☎（0824）62-2721
電話相談センター：音声に従い「１」を押してください　　面接相談の予約：音声に従い「２」を押してください

　
こ
の
法
律
は
、
地
方
公
共
団
体
等
が
、
道
路
や
公
園

等
を
整
備
す
る
た
め
に
、
公
共
用
地
を
計
画
的
に
取
得

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

　
こ
の
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
務
が
県
か
ら
市
へ
移
譲
さ
れ
、

届
け
出
・
申
し
出
先
も
県
か
ら
市
へ
変
わ
り
ま
し
た
。

●
対
象
手
続
等

・
一
定
規
模
以
上
の
土
地
を
有
償
で
譲
渡
す
る
場
合
に
必
要

な
事
前
届
け
出

・
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
土
地
の
買
い
取
り
希
望
の
申
し
出

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
縦
覧
対
象

○�

三
次
圏
都
市
計
画
道
路　
３・
４・
２
０
１
号　
三
良

坂
駅
前
線（
広
島
県
決
定
）

○�

三
次
圏
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業

　
み
ら
さ
か
土
地
区
画
整
理
事
業（
三
次
市
決
定
）

●
縦
覧
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

●
縦
覧
場
所　
建
設
部
都
市
整
備
課（
市
役
所
東
館
３
階
）

問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
部
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
０

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
６

　

toshi@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」が
改
正
さ
れ
ま
し
た

～
届
け
出
・
申
し
出
先
が
県
か
ら
市
へ
～

三
次
圏
都
市
計
画
道
路
・

三
次
圏
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理

事
業
の
変
更
に
つ
い
て
縦
覧
で
き
ま
す

三次税務署（☎ 0824-62-2721）に電話をおかけになり、
音声ガイダンスに従ってご希望の番号を押してください。

　税務職員を装い、現金自動預け払い機（ATM）を操作させ振込みを行わせる「振
り込め詐欺」による被害が発生しております。税務署や国税局では、
●還付金受取のために金融機関等のATMの操作を求めることはありません。
●国税の納税のために金融機関の口座を指定して振込みを求めることはありません。
　ご不審な点があるときは、税務署にお問い合わせください。

税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意ください

詳しい情報は国税庁ホームページへ   で  検 索  　　www.nta.go.jp

三次税務署からのお知らせ

広島国税局キャラクター
広
ひろしま
島  主

ちか ら
税 くん

　相続税・贈与税・譲渡所得の税務署窓口での個別の
ご相談は、事前に予約をお願いします
【平成24年6月までの相談予定日】
　４月26日㈭　５月24日㈭ 　６月21日㈭
 ※いずれも10：00 ～ 14：30

国税に関する一般的なご相談は
電話相談センターがお受けします

消防署 三次税務署

出会いの広場出会いの広場

中原踏切中原踏切

バスセンター

庄原→
三次駅

みよし中央線

本通商店街

広告

広報みよし  No.09713

三次市からのお知らせ



花
を
通
し
て
心
を
は
ぐ
く
む

「
人
権
の
花
運
動
」感
謝
状
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

あ
り
が
と
う
！
志
和
地
小
学
校

県
北
で
最
も
歴
史
の
あ
る
小
学
校
で
閉
校
式

あ
り
が
と
う
！
八
幡
小
学
校
徳
市
分
校

県
内
唯
一
の
分
校
で
最
後
の
卒
業
式
・
閉
校
式

　

２
月
20
日（
月
）～
29
日（
水
）に
か
け

て
、
酒
河
、川
地
、神
杉
、仁
賀
、安
田
の
各

小
学
校
で
、「
人
権
の
花
運
動
」感
謝
状
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
育
て
た

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
前
で
、
三
次
人
権
啓
発
活

動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
、

「
花
が
咲
く
の
を
楽
し
み
に
大
切
に
育
て
、

き
れ
い
に
咲
い
た
花
を
見
る
と
心
が
和
み

ま
す
」
な
ど
の
感
想
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
10
日
（
金
）
～
12
日
（
日
）、
磐
梯
熱
海
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
（
福
島
県
郡
山
市
）
で

開
催
さ
れ
た
、「
２
０
１
２
第
５
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
冬
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ゲ
ー
ム・福
島
」
の
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
に
、
柳や

な
ぎ

田だ

龍た
つ

太ひ
ろ

さ
ん（
大

会
当
時
：
十
日
市
中
学
校
３
年
生
）が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
己
記
録
を
更
新
す
る
記
録
で
予
選
を
突

破
さ
れ
、
決
勝
で
は
、
第
４
位
の
成
績
を
収

め
ら
れ
ま
し
た
。

★
全
国
大
会
へ
出
場
さ
れ
る
方
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
１
９
１
ま
で

　

3
月
18
日
（
日
）、
児
童
、
関
係
者
約

１
５
０
人
の
出
席
の
も
と
、
市
立
志
和
地

小
学
校
の
閉
校
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
児
童
代
表
等
の
あ
い
さ
つ
、

参
列
者
全
員
で
の
校
歌
斉
唱
に
続
き
、
児

童
代
表
か
ら
増
田
市
長
に
校
旗
が
返
納
さ

れ
ま
し
た
。
式
に
続
い
て
、
1
～
5
年
生

ま
で
の
在
校
生
全
12
人
で
、
学
校
の
歴
史

や
思
い
出
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
披
露
や
教
職
員
と
合
同
で
の
楽

器
演
奏
が
あ
り
、最
後
に
、校
庭
で
「
絆
」

の
文
字
が
刻
ま
れ
た
記
念
碑
が
除
幕
さ

れ
、
創
立
１
４
１
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

　

3
月
25
日
（
日
）、
市
立
八
幡
小
学
校

徳
市
分
校
で
、最
後
の
卒
業
式
と
、児
童
、

関
係
者
約
１
５
０
人
の
出
席
に
よ
り
、
閉

校
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
卒
業
式
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
見
守
ら
れ
る
中
、
卒
業
生
3
人
に
卒

業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
閉
校
式
で

は
、
児
童
代
表
等
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
児
童
全
8
人
と
保
護
者
、
教
職
員
に

よ
る
「
親
子
音
楽
」
の
演
奏
に
よ
り
、
校

歌
斉
唱
の
ほ
か
２
曲
の
合
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
児
童
代
表
か
ら
増
田
市

長
に
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
創
立
55
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

贈呈式の様子
（安田小学校）

贈呈式の様子
（仁賀小学校）

※�

「
人
権
の
花
運
動
」
は
、
花
を
大
切
に
育
て
る
こ
と

を
通
し
て
、
人
を
思
い
や
る
心
優
し
い
人
に
育
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
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青少年育成三次市民会議は、三次市内の19町民会議で構成され、青少年の健やかな成長を願い様々な事業を実施しています。青少年育成三次市民会議は、三次市内の19町民会議で構成され、青少年の健やかな成長を願い様々な事業を実施しています。

夢
を
追
い
求
め
、

世
界
へ
羽
ば
た
け
！

２
０
１
１
三
次
市
芸
術
文
化

賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

　
３
月
10
日

（
土
）、
三
次

ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
で
、
昨

年
１
年
間
に

芸
術
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
分

野
で
輝
か
し

い
成
績
を
収

め
た
個
人
９

人
と
３
つ
の

団
体
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　

表
彰
後
、「
三
次
童
心
太
鼓
」
の
皆

さ
ん
に
和
太
鼓
の
演
技
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
、
会
場
内
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

芸
術
文
化
賞
受
賞
者

　

�

三み

次よ
し

童ど
う

心し
ん

太だ
い

鼓こ

、
片か
た

岡お
か　

遥は
る
か

（
日
彰
館

高
／
書
道
）、
渡わ
た

邊な
べ

明あ

優ゆ

華か

（
君
田
小

／
絵
画
）、長な
が
岡お
か
亮り
ょ
う

汰た

（
川
地
中
／
絵
画
）

ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者

　

�

河か
わ

名な

真ま

寿す

斗と

（
三
次
高
／
レ
ス
リ
ン

グ
）、
田た

邊な
べ

直な
お

巳み

・
大お
お

槻つ
き

祐ゆ
う

司じ

・
上う
え

野の

和か
ず
子こ
・背せ

戸と

良よ
し
敬た
か
（
三
次
卓
球
同
好
会
）、

八や

島し
ま

菜な

な々

夏か

・
住す
み

田だ

幸ゆ
き

奈な

（
八
次
小
／

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）、
三
和
ク
ラ
ブ
（
野

球
）、
八
次
野
球
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団�

（
敬
称
略
）

青
少
年
体
験
活
動
に
助
成
し
ま
す

参
加
し
、
十
日
市
親
水
公
園
か
ら

国
道
54
号
を
経
由
し
て
、
布
野
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
16
㎞
の

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
、

前
回
の
記
録
よ
り
も
早
く
ゴ
ー
ル

に
つ
け
る
よ
う
目
標
を
持
っ
て
歩

い
た
り
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ゴ
ー
ル

　

3
月
25
日
（
日
）、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
、
青
少

年
育
成
三
次
市
民
会
議
を
中
心
と

す
る
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ

り
、「
第
23
回
Ｒ
54

－
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
小
・
中
学
生
、
一

般
の
総
勢
２
０
８
人
の
皆
さ
ん
が

春
の
歴
史
街
道
を
歩
こ
う
！

第
23
回
ル
ー
ト
54
ウ
ォ
ー
ク
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

で
き
る
よ
う
協
力
し
合
っ
て
歩

い
た
り
と
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
持
っ
て
挑
戦
し
ま
し

た
。

　
16
㎞
を
歩
き
抜
き
、
布
野
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
ゴ
ー
ル
し

た
参
加
者
に
は
、
布
野
女
性
会

の
皆
さ
ん
に
よ
り
豚
汁
や
炊
き

込
み
ご
飯
が
振
る
舞
わ
れ
、
み

ん
な
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
三
次
シ
ニ
ア
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
昔
の
遊

び
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
弓
矢

や
コ
マ
回
し
な
ど
を
体
験
し
、

春
休
み
の
思
い
出
深
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

●
対
象
団
体

　
青
少
年
（
小
学
生
以
上
お
お
む
ね
18
歳

以
下
）
の
体
験
活
動
に
自
主
的
に
取
り
組

む
団
体
で
、
団
体
の
構
成
員
の
半
数
以
上

が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
も
の
。

※�

た
だ
し
、
市
か
ら
他
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
る
団
体
は
対
象
外
。

●
対
象
活
動

　
市
内
全
域
の
青
少
年
を
広
く
募
集
す
る

体
験
活
動
な
ど
で
、
平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で
に
終
了
す
る
活
動
。

●
助
成
額

　

活
動
経
費
の
2
分
の
１
以
内
（
上
限

15
万
円
）※
予
算
の
範
囲
以
内
で
助
成
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

所
定
の
申
請
書
を
地
域
振
興
課
ひ
と
づ

く
り
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　
５
月
10
日
（
木
）

●
交
付
団
体
の
決
定　
５
月
下
旬

※�

要
綱
と
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
地
域
振
興
課
ひ
と
づ
く
り
係

（
三
次
市
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
内
）

　☎
・
（
０
８
２
４
）６
４

－

２
８
３
２

　

chiiki@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp
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青
少
年
育
成
だ
よ
り

青少年のマスコット
ゆっぴー



進
め
ま
す
！
行
財
政
改
革

今

新
斎
場
建
設
の

Vol.11

連  

載
三
次
市
斎
場「
悠
久
の
森
」

サ
ク
ラ
植
樹
式
・
竣
工
式

　

3
月
19
日（
月
）、
三
次
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
サ
ク
ラ

の
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
植
樹
さ
れ
た
サ
ク
ラ
は
、「
有あ

り

明あ
け

桜ざ
く
ら

」

と
い
う
サ
ト
ザ
ク
ラ
の
一
種
で
、
新
斎

場
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
設
置
し
て
あ
る

陶
板
画
、
奥
田
元
宋
作「
寂じ

ゃ
く

静じ
ょ
う

」
の
モ

デ
ル
と
同
種
の
サ
ク
ラ
を
、
同
ク
ラ
ブ

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
3
月
20
日（
火・

祝
）
に
は
、
地
元

の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
新
斎
場
の
建

設
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
た
方
々

１
５
５
人
の
ご
出

席
の
も
と
竣
工
式

を
執
り
行
い
、
4

月
1
日（
日
）
か

ら
供
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

「分権型社会における自治体経営の刷新戦略（総務省）」から抜粋
※フィランソロピー：企業による社会貢献活動

　

生
活
環
境
の
変
化
や
核
家
族
化
に
よ

り
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
32
年
度
か
ら

は
、
国
か
ら
の
合
併
に
よ
る
優
遇
措
置
が

な
く
な
る
な
ど
、
財
政
状
況
が
急
激
に
変

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
行
政
主
導
で
す
べ
て
の

課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
新
し
い
公
共
」
の
も
と
で
は
、
行
政

は
行
政
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
を
行

い
、
そ
れ
以
外
の「
民
」
で
担
う
こ
と
が

可
能
な
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
を
構

成
す
る「
み
ん
な
」が
担
う
こ
と
に
よ
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
か
ら「
行
革
推
進
特
別
対
策
本
部
」
を
新
設
し
、
よ
り
一
層
行

財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
か
ら
、
行
財

政
改
革
の
取
り
組
み
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
従
来
の「
主
と
し
て
行
政
に
よ
り
担
わ
れ
て
き
た
公
共
」
に
対
し
、
市

民
、
住
民
自
治
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等（
市
を
構
成
す
る「
み
ん
な
」と

呼
び
ま
す
）が
、
積
極
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
や
提
供
主
体
と
な
り
、

共
助
の
精
神
に
よ
っ
て
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

人
を
支
え
る
こ
と
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
自
体
が
、
歓
び
や
生
き
が

い
と
な
り
、「
新
し
い
公
共
」の
力
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、自
立
と
共
生
を
基
本
と
す
る
人
間
ら
し
い
社
会
を
築
き
、地
域
の「
き

ず
な
」を
再
生
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【問い合わせ先】　総務部行革推進特別対策本部
� ☎（0824）62-6304・ （0824）62-6137
 gyoukaku@city.miyoshi.hiroshima.jp

企 業 市 民

公 共

「新しい公共空間」

行 政

公共交通
（電車・バス）

公共事業
（電気・ガス）

第三セクター●

通信・放送事業

●公営企業・公社

　マンション
●管理組合 　ボーイスカウト

●ガールスカウト

官民共同出資
PFI

PPP

PTA

社会貢献活動

民生委員

NPO

ボランティア

行政連絡員

利潤追求活動

私的活動
（家庭生活、
趣味系活動など）

フィランソロピー※
CSR●

行
財
政
改
革
の
新
た
な
視
点「
新
し
い
公
共
」と
は
？

シ
リ
ー
ズ

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ

料
金
に
つ
い
て

　

Ｑ�

待
合
室
や
見
送
り
・
収
骨
ホ
ー
ル
の
使

用
に
は
別
に
料
金
が
か
か
る
の
か
？

　

Ａ�

待
合
室
や
見
送
り
・
収
骨
ホ
ー
ル
の
使

用
は
無
料
で
す
。

　

Ｑ�

市
外
の
人
の
使
用
料
は
倍
に
な
る
が
、

市
外
の
施
設
に
入
所
し
て
い
た
家
族
が

亡
く
な
っ
た
場
合
の
料
金
は
？

　

Ａ�
現
在
と
同
様
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

住
民
票
の
所
在
地
で
判
断
し
ま
す
。

施
設
に
つ
い
て

　

Ｑ�

待
合
室
な
ど
使
い
た
い
部
屋
を
指
定
で

き
る
の
か
？

　

Ａ�

予
約
順
や
利
用
者
数
に
よ
っ
て
割
り
振

ら
れ
ま
す
。

　

Ｑ�

待
合
室
を
食
事
等
で
使
用
す
る
場
合
に

気
を
付
け
る
こ
と
は
？

　

Ａ�

ご
み
等
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
使

用
さ
れ
た
備
品
等
は
元
の
位
置
に
お
返

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課

�

環
境
政
策
係

　
☎
（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
１
３
６

　

（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
３
９
７

　

kankyo@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

竣工式でのテープカット

広報みよし  4月号 16



受けよう健診！
健康づくりは、自分のからだの状態を知ることからです。
★総合健診での子宮頸がん・乳がん検診の無料化
★働く世代の大腸がん検診推進事業の実施
★40歳の方の特定健診・がん検診の無料化 （ドックを除く）
★�健診受診後、生活習慣の改善が必要な方への保健師の訪問
等による指導

★�糖尿病治療中の方への保健指導「糖尿病・
糖尿病性腎症予防プログラム」の実施
三次地区医師会との連携により行います。
かかりつけ医から対象者の方に、予防プロ
グラムを紹介します。
★世界糖尿病デー啓発イベント
★�ウォーキングイベント�
（健康ウォークinみよし健康福祉まつり）

★住民自治組織と連携した地域健康づくり講座の開催

平成 23年度に開催した
健康ウォークの様子

平成23年度君田地区導引養生功教室の様子

糖尿病・糖尿病性腎症予防
プログラムの保健指導の様子

地域の健康づくりを応援～地域健康づくり講座の開催～３

健診受診率の向上と保健指導の充実１

糖尿病を中心とした生活習慣病予防２

平成24年度 プロジェクト重点事業
今年度もがんばります！

今月の
テーマ

※詳しくは次号でお知らせします。

次号のお知らせ　　受けよう！健診　＆　シリーズ糖尿病　PART1　糖尿病を防ぐ食習慣

広島大学の先生、住民自治組織との協
働で、「その地域ならではの健康づくり」
について、参加者同士で和気あいあい
と意見を出し合い、運動教室などの開
催をしています！

♡ピンクリボンdeカープ
inみよし

乳がん予防に関するイベント
を開催します！

6月11日㈪
みよしきんさいスタジアム
ピンクリボンは、乳がんの正しい知識を広め、

乳がん検診の早期受診を推進する
世界規模の啓発キャンペーンの

シンボルです。

広報みよし  No.09717

問い合わせ先 　いきいき・ともえ・プロジェクト事務局
　 福祉 保 健 部 健 康 推 進 課 　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp
　総合窓口センター市民生活課　☎（0824）62-6134　 （0824）63-2809　 shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

活き生き・共笑“本気宣言！”

いきいき ともえ
プロジェクト

Ikiiki Tomoe Project 　  シリーズ 23

このプロジェクトは、市民の皆さん一人ひとりが、生
活習慣病予防をはじめとした健康づくりに取り組むた
めのプロジェクトです。



　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
し
た
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
体
験
型
食
育
講
座
で
す
。

　
子
ど
も
を
抱
っ
こ
し
て
、
お
ん
ぶ
し
て
キ
ッ
チ
ン
に
入
り

ま
し
ょ
う
！
簡
単
野
菜
料
理
も
ど
ん
ど
ん
マ
ス
タ
ー
し
て
、

生
活
習
慣
病
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
！
家
族
み
ん
な
に
や
さ
し

い
・
う
れ
し
い
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対　
　
象

　
市
内
在
住
で
小
学
校
入
学
前
の
乳
幼
児
を
子
育
て
中
の
方

　
※�

お
子
さ
ん
同
伴
可（
お
ん
ぶ
や
抱
っ
こ
、
見
学
も
可
）

内　
　
容　
体
験
型
食
育
講
座（
講
義
、
調
理
実
習
）

時　
　
間　
10
時
～
13
時
30
分

参 

加 
費　
大
人
３
０
０
円
／
回（
子
ど
も
は
無
料
）

申
込
締
切　
各
会
場
と
も
３
日
前
ま
で

　
※
で
き
る
だ
け
、
３
回
連
続
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

定　
員　
10
～
15
名　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
※�

三
次
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ＭマＡ
Ｎン

ＭマＡ
講
座
で
キ
ッ
チ
ン
・
イ
ン
！

相　談 と　き ところ 対　象 内容など 申し込み・問い合わせ先

子育て相談

４月24日㈫
９：30～ 11：00

三次市福祉保健
センター３階 乳幼児と

その保護者
身体計測、離乳食、食事、歯とお口、
育児のことなど気軽にご相談くださ
い。 福祉保健部健康推進課母子保健係

☎（0824）62-6257
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

５月９日㈬
10：00～ 12：00 みわ保健センター

パパママ
スクール

５月13日㈰
13：30～ 16：00

三次市福祉保健
センター３階

おおむね
５カ月以降の
妊婦さんと
その家族

もうすぐお父さん・お母さんになる
方を対象にパパママスクール（マタ
ニティークラス）を開催します。
・申込締切　５月10日㈭

離乳食講座

4月27日㈮
13：30～ 15：30

三次市生涯学習
センター３階
調理実習室

６カ月頃～ 18
カ月頃までの
乳児を子育て
中の保護者

みんなで一緒に離乳食を作りなが
ら、楽しく交流しましょう！10人
で締め切ります。
・託児を行いますので、ご希望の方
はお知らせください。

・申込締切　４月20日㈮
福祉保健部健康推進課健康食育推進係
☎（0824）62-6232
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

５月18日㈮
13：30～ 15：30

みんなで一緒に離乳食を作りなが
ら、楽しく交流しましょう！10人
で締め切ります。
・託児を行いますので、ご希望の方
はお知らせください。

・申込締切　５月11日㈮

５月７日㈪
10：00～ 11：30

吉舎保健
センター

５カ月頃～ 18
カ月頃までの
乳児を子育て
中の保護者

みんなで一緒に離乳食を作りなが
ら、楽しく交流しましょう！10人
で締め切ります。
・託児を行いますので、ご希望の方
はお知らせください。

・申込締切　５月１日㈫

福祉保健部健康推進課健康食育推進係
☎（0824）62-6232
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp
吉舎支所　　☎（0824）43-3111
甲奴支所　　☎（0847）67-2121
三良坂支所　☎（0824）44-3111

行事のお知らせ

場　所 第１回 第２回 第３回
三次市生涯
学習センター ５月８日㈫ ５月25日㈮ ６月８日㈮

みわ保健
センター ８月21日㈫ ９月４日㈫ ９月14日㈮

八次コミュニ
ティセンター

平成25年
２月19日㈫

平成25年
３月５日㈫

平成25年
３月19日㈫

問い合わせ先
　福祉保健部健康推進課
　健康食育推進係
　☎（0824）62-6232
　 （0824）62-6382
　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

応募・問い合わせ先　子育て支援部保育課保育係
	 ☎（0824）62-6147　 （0824）62-6300
	 hoiku@city.miyoshi.hiroshima.jp

　市内の保育所で勤務していただく臨時保育士（若干名）
を募集しています。
　随時面接を行いますので、事前にご連絡の上お越しくだ
さい。詳しくは、お問い合わせください。

臨時保育士募集！
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防
の
た
め
の
体
験
型
食
育
講
座
で
す
。

ま
し
ょ
う
！
簡
単
野
菜
料
理
も
ど
ん
ど
ん
マ
ス
タ
ー
し
て
、

生
活
習
慣
病
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
！
家
族
み
ん
な
に
や
さ
し

対内時参 Ｍ



　
志
和
地
小
学
校
と
八
幡
小
学
校
徳
市
分
校

で
、こ
の
３
月
、閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

志
和
地
小
学
校
は
明
治
４
年
に「
就
文

舎
」
と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
１
４
１
年
の

歴
史
を
刻
み
、
八
幡
小
学
校
徳
市
分
校
は
、

昭
和
32
年
に「
八
幡
小
学
校
徳
市
教
室
」
と

し
て
発
足
さ
れ
て
以
来
、
閉
校
時
に
は
県
内

唯
一
の
分
校
と
し
て
55
年
の
歴
史
を
刻
み
ま

し
た
。そ
の
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
閉
校
式
の
後
に
は
、
閉
校
記

念
行
事
が
行
わ
れ
、
多
く
の
関
係
者
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に「
閉
校
」
を
惜
し
み
ま

し
た
。

　
地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
と
密
着
し
た
教
育

活
動
を
通
じ
て
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育

み
、
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た
学
校

が
、
そ
の
歴
史
を
終
え
る
こ
と
は
、
関
係
者

の
方
に
と
っ
て
惜
別
の
情
は
ひ
と
し
お
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
私
も
万
感
の
思
い
が
駆
け

巡
り
ま
し
た
。

平
成
の
大
合
併
で
新
し
い
三
次
市
が
誕
生
し

た
際
、
私
は
１
１
５
年
の
作
木
村
の
歴
史
に

終
止
符
を
打
つ
最
後
の
村
長
と
し
て
、
万
感

の
思
い
で
閉
村
の
任
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ

の
時
の
想
い
と
重
な
る
も
の
が
あ
り
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
の
ご
決
断
を
深
く
厚
く
受
け
と

め
、
感
謝
で
一
杯
で
し
た
。

　
保
護
者
と
児
童
が
、
ま
た
地
域
と
学
校
と

が
一
体
と
な
っ
て
築
き
あ
げ
て
き
た
歴
史
と

伝
統
は
決
し
て
絶
え
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま

で
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
春
か
ら
新
し
い
学

び
舎
で
の
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

が
、
新
し
い
友
だ
ち
と
元
気
に
楽
し
く
学
校

生
活
が
送
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
統
合
に
際
し
ま
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
を
最
優
先
に
考
え
て
い
た
だ
き
、

将
来
を
見
据
え
た
総
合
的
な
ご
判
断
の
も

と
、「
決
断
」い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
を
は

じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
、
重
ね
て
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
引
き
続
き
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
ぬ
く
も
り
の

あ
る
ご
支
援
と
、
学
校
教
育
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
は
い
つ
ま
で
も

ますだの
�つぶやき
ますだのますだの
連載

Vol.10

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
期
限
が
延
長
に
な
り
ま
し
た

ワクチンの種類・対象者等
ワクチンの種類 接種の目

的・効果 対象者（※１） 接種が必要な回数 助成金額

子宮頸がん予防
ワクチン

子宮頸がん
を予防する

中学1年生～高校1
年生相当の女子（※２） 3回 １回あたり

15,500 円以内
ヒブ（インフル
エンザ菌ｂ型）
ワクチン

細菌性髄膜
炎を予防す
る

生後 2カ月～
5歳未満の乳幼児

4回～1回
（接種開始月齢によ
り異なります）

1回あたり
7,000 円以内

小児用肺炎球菌
ワクチン

1回あたり
10,000 円以内

※１三次市に住民登録または外国人登録されている方が対象です。
※２�対象者：平成 8年 4月 2日～平成 12年 4月 1日生まれ。ただし、平成 23年度において
高校 1年生相当（平成 7年 4月 2日～平成 8年 4月 1日生まれ）の方は、平成 24年 3月
31日までに 1回以上の予防接種を受けた方のみ対象になります。中学校新 1年生（平成
11年 4月 2日～平成 12年 4月 1日生まれ）の方には、4月中に個別案内を送付予定です。

　
こ
の
予
防
接
種
は
、
法
律
上
の
義
務

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
者
の
う
ち
希

望
さ
れ
る
方
が
接
種
す
る
も
の
で
す
。

　
公
費
助
成
の
期
限
は
平
成
24
年
3
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
3
月
31
日
ま
で
の
接
種
に
助
成

す
る
よ
う
延
長
に
な
り
ま
し
た
。
対
象

の
方
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
と
お
り
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

助
成
期
限
・
助
成
回
数

　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
接
種
し

た
回
数
分
を
助
成
し
ま
す
。

※
接
種
費
用
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

接
種
方
法
等

　

受
診
券
の
申
請
受
付
・
交
付
は
、
次

の
と
お
り
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
支
所

で
行
い
ま
す
。
交
付
し
た
受
診
券
を
使

用
し
て
委
託
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

○
こ
れ
か
ら
接
種
を
開
始
さ
れ
る
方

　
⇒

接
種
前
に
必
ず
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　
印
か
ん
、
母
子
健
康
手
帳
、
予
防
接
種
券
冊
子

○	

平
成
23
年
度
中
に
1
回
以
上
接
種
し
、

平
成
24
年
度
に
残
り
の
接
種
を
受
け

る
方

　
⇒

�

平
成
24
年
4
月
か
ら
利
用
す
る
受

診
券
を
、
接
種
前
に
市
の
窓
口
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※�

交
付
時
に
必
要
な
も
の

　

�

母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
予
防
接
種
済
証
、

予
防
接
種
券
冊
子

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
５
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
ま
た
は
各
支
所
総
合
調
整
係

八幡小学校徳市分校

志和地小学校

広報みよし  No.09719

�

三
次
市
長　
増
田�

和
俊



各種補助金制度をご利用ください！
　市では、ごみの減量化や街をきれいにする活動に、次のような補助や助成をしています。手続きの方
法など、詳しくはお問い合わせください。

　生ごみの減量・堆肥化のため、生ごみ処理機や
生ごみ処理容器（コンポストなど）を購入された
方に、購入金額の1/2（補助限度額２万円）を補
助しています。
※�生ごみ処理機、生ごみ処
理容器（コンポストなど）
それぞれ１世帯１台限り。

　資源ごみ（古紙、布、スチール缶、アルミ缶）
の回収活動を行った団体（自治会、青年会、老人
会、女性会など）に対して10円／㎏の助成をして
います。
※�実施される場合は、事前に実施届出書を提出し
てください。

　おおむね10戸以上が共同で利用するごみ集積
所を整備されるときに、費用の1/2（補助限度額
10万円）を補助しています。
※�現地確認などの手続きがありますので、�
必ず、整備される前にご相談く
ださい。

生ごみ処理機器購入費補助金

資源ごみ回収助成金

一般廃棄物集積場整備事業補助金

　大量に不法投棄されたごみの回収活動を行った団体（自治会、青年会、老人会、女性会
など）に対して補助をしています。
※実施される場合は、事前に実施届出書を提出してください。

不法投棄廃棄物回収事業補助金

補助対象 補助基準 補助率 補助限度額

回収作業に参加された方 500円／人 定　額 10,000円（20人を限度）

回収作業に使用した
軽四貨物自動車等 2,100円／台 定　額 4,200円（2台を限度）

回収作業のための機材借上げ料 実　費 100％ 50,000円

回収作業に設置した
不法投棄防止柵などの設置費用 実　費 100％ 50,000円

レジ袋無料配布中止後のレジ袋辞退率
月 レジ袋削減枚数 CO2削減量 レジ袋辞退率

10 321,308枚 7トン 79.1％

11 324,236枚 7トン 82.4％

12 375,623枚 8トン 81.3％

1 313,452枚 7トン 80.7％

合計 1,334,619枚 29トン

（平成23年 10月から実施）
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　総合窓口センター環境政策課業務管理係　☎（0824）66-3449
　 （0824）66-3168　 shigen@city.miyoshi.hiroshima.jp

問い合わせ先

クリーンセンターから



みんなのみんなの保険保険

　中国電力㈱三次営業所では電化に関する
お得情報をメールでお知らせするサービス
を開始しました。
　今すぐ下記のコードからお申し込みくだ
さい。お待ちしています！

パソコン・スマートフォンの
お客さまは次のアドレスへ空
メールを送ってください。
273g3r@a03.hm-f.jp

広告 メール会員募集‼ 電化キッチン体験教室日程無料!
省エネ・節電のお話もしています。

場所・時間　中国電力㈱三次営業所　
　　　　　　ふれあい教室　10時～13時30分
申　込　先　営業課　担当：船頭・佃
　　　　　　☎0824-62-7221
受 付 時 間　平日9:00～17:00（土日祝日を除く）

４月
 12日㈭　13日㈮
 18日㈬　19日㈭
 23日㈪　24日㈫

５月
 10日㈭　14日㈪
 15日㈫　18日㈮
 23日㈬　24日㈭

　
「
広
報
み
よ
し
」１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
、
入
院
時
の
窓
口

支
払
い
で
適
用
さ
れ
て
い
る「
限
度
額
適
用
」が
、
外
来
診
療
に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

高
額
な
外
来
受
診
と
な
っ
た
と
き
、「
保
険
証
」と「
限
度
額
適
用
認

定
証
」を
提
示
す
れ
ば
、
一
つ
の
医
療
機
関
に
つ
き
、
１
カ
月
の
窓

口
で
の
支
払
い
が
、一
定
の
金
額（
限
度
額
）ま
で
に
止
め
ら
れ
ま
す
。

　
限
度
額
は
、
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
、
窓
口

で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
・
社
会
保
険
等

　
○
70
歳
未
満
の
方

　
○
70
歳
以
上
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
方

後
期
高
齢
者
医
療

　
○
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

４
月
１
日
か
ら

「
外
来
の
限
度
額
適
用
」が
始
ま
り
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

※�

右
に
該
当
し
な
い
方
は
、
保
険
証
や
高
齢
受
給
者
証（
70
歳
～
74
歳
ま
で

の
方
）の
提
示
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

※�

申
請
先
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
申
請
方
法
や

限
度
額
等
、
詳
し
く
は
ご
加
入
の
医
療
保
険
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

既
に「
限
度
額
認
定
証
」を
お
持
ち
の
方
は
、
改
め
て
の
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
お
持
ち
の「
限
度
額
認
定
証
」を
外
来
受
診
時
に
医
療

機
関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）�一
つ
の
医
療
機
関
で
の
適
用
と
な
る
の
で
、
複
数
の
医
療
機
関
で
支

払
い
の
あ
る
方
は
、
従
来
ど
お
り
高
額
療
養
費
の
申
請
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
課
保
険
年
金
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
４　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９　

shim
in@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

特
別
徴
収（
年
金
天
引

き
）
の
方
の
保
険
料
は
、

４・６・８
月
の
年
金
か
ら

仮
徴
収
し
ま
す
。
仮
徴
収

の
額
は
、
直
前
の
２
月
の

徴
収
額
と
同
じ
額
で
す
。

　

１
年
間
の
保
険
料
は
、

前
年
の
所
得
に
よ
り
算
定

す
る
た
め
、
確
定
す
る
の

は
７
月
に
な
り
ま
す（
本

算
定
）。

　
本
算
定
後
は
、
年
間
の

保
険
料
額
か
ら
仮
徴
収
額

を
差
し
引
い
た
残
り
を

10
・
12
・
２
月
の
年
金
か

ら
徴
収
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
仮
徴
収

額
は
、
４
月
中
旬
に「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
仮

徴
収
額
決
定
通
知
書
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４月年金支給月

仮徴収
直前の２月の保険料と
同額

本算定後の年間保険料
額から仮徴収額を差し
引き、残りを徴収

10月６月 12月８月 ２月

広報みよし  No.09721

み
ん
な
の
医
療
保
険

シリーズ



　
介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
計

画
の
中
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量

な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
と

介
護
保
険
料
の
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
24
～
26
年
度
ま
で
の

「
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
期
間

中
の
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

保
険
料
の
決
め
方

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用

の
う
ち
、
原
則
10
％
は
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
残
っ
た

90
％
の
う
ち
の
半
分
を
国
・
県
お
よ

び
市
が
公
費
で
負
担
し
、
残
り
の
う

ち
21
％
を
65
歳
以
上
の
人（
第
1
号
被

保
険
者
）
の
保
険
料
で
、
29
％
を
40
歳

以
上
65
歳
未
満
の
人（
第
2
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
で
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
今
後
３
年
間
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
見
込
み
に
基
づ
く
３

年
間
の
給
付
費
を
推
計
し
、
保
険
料
を

算
定
し
た
結
果
、
平
成
24
～
26
年
度
の

保
険
料
は
、
基
準
額
年
６
９
，０
０
８

円（
月
額
５
，７
５
１
円
）と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
21
～
23
年
度
ま
で
の
保

険
料
の
基
準
額
年
４
８
，８
４
０
円（
月

額
４
，０
７
０
円
）
か
ら
、
年
２
０
，

１
６
８
円（
月
額
１
，６
８
１
円
）、
率

に
し
て
41
・
３
％
の
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。

は
、
後
期
高
齢
者
人
口
の
増
加
な
ど
を

背
景
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
認
定
者
数
が
増
え
て
お
り
、
介
護
給

付
費
が
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

● 

第
４
期
で
の
介
護
給
付
費
準
備
基
金

の
取
り
崩
し
の
影
響

　
平
成
21
～
23
年
度
ま
で
の
３
カ
年
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
の

貯
金（
介
護
給
付
費
準
備
基
金
）
を
取

り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
を
据
え

置
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
24

年
度
か
ら
は
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金

の
残
高
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
分

保
険
料
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

● 

第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
負
担

割
合
１
％
増

　

65
歳
以
上
の
人（
第
1
号
被
保
険

者
）
と
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人（
第

2
号
被
保
険
者
）
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
割

合
は
、
3
年
ご
と
に
政
令
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
第
1
号
被
保
険
者
と
第
2
号

被
保
険
者
の
人
数
比
に
応
じ
て
設
定
さ

みんなのみんなの保険保険
65
歳
以
上
の
人（
第
1
号
被
保
険
者
）の
保
険
料
の
決
め
方

523 559 588 614 640

5,018 5,285 5,511 5,708 5,866

5,541
5,844 6,099 6,322 6,506

－

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
（百万円）

予防 介護

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

実績 推計

国25%
県12.5%
市12.5%

公費 50%

65歳以上の人の
保険料

30%→29%

20%→21%

40歳以上65歳未満
の人の保険料

＜介護保険の財源＞ ＜介護保険給付費の推移＞

平成21～23年度
（第４期計画期間）

年額48,840円
（月額4,070円）

平成24～26年度
（第５期計画期間）

年額69,008円
（月額5,751円）

＜介護保険料基準額＞
保
険
料
引
き
上
げ
の
主
な
要
因

●
利
用
増
に
よ
る
自
然
増

　
介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
な
ど
の
見
直
し

を
行
う
の
で
、
介
護
保
険
で
使
う
費
用

が
多
け
れ
ば
、
こ
れ
を
賄
う
保
険
料
も

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
三
次
市
で
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介
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れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
21
～
23
年

度
ま
で
の
第
１
号
被
保
険
者
の
負
担
割

合
は
20
％
で
し
た
が
、
平
成
24
年
度
か

ら
は
21
％
と
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

65
歳
以
上
の
人（
第
1
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
の
負
担
割
合
が
、
20
％
か
ら

21
％
に
上
が
っ
た
こ
と
も
、
保
険
料
が

上
が
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
層
の
運
営
健
全
化

　
今
や
高
齢
者
介
護
の
問
題
は
、
介
護

保
険
抜
き
で
は
、
本
人
や
家
族
の
負
担

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
負
担
を
社
会
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
と
し
て
、
継
続
可
能
な
介
護
保

険
制
度
の
必
要
性
は
、
一
層
増
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
介
護
予
防
の
推
進
、
給
付
の

適
正
化
な
ど
、
さ
ら
に
一
層
取
り
組
み

を
強
化
し
、
介
護
保
険
事
業
の
健
全
な

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先�

　
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
１

　

koureisha@city.miyoshi.hiroshima.jp

みんなのみんなの保険保険

■
相
談
事
例

　
訪
問
販
売
で
次
々
と
羽
毛
布
団
な
ど

を
買
わ
さ
れ
、
家
の
中
に
未
使
用
の
布

団
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
2
カ
月
前
か

ら
同
じ
業
者
が
何
度
も
来
て
、
勝
手

に
部
屋
に
上
が
り
込
み
布
団
を
置
い

て
い
っ
た
。
支
払
い
は
す
べ
て
現
金

で
、
業
者
と
一
緒
に
郵
便
局
に
行
っ
て

お
金
を
下
ろ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
総
額

で
４
０
０
万
円
以
上
支
払
っ
て
い
る
。

業
者
に「
暗
証
番
号
を
教
え
て
く
れ
れ

ば
自
分
が
下
ろ
し
て
く
る
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
断
っ

た
。
契
約
書
は
6
枚
あ
る
が
、
一
度
に

３
０
０
万
円
払
っ
た
も
の
と
最
後
に
契

約
し
た
も
の
し
か
覚
え
て
い
な
い
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

○�

訪
問
販
売
で
高
齢
者
に
布
団
な
ど
を

次
々
と
購
入
さ
せ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
一
人
暮
ら
し
や
判

断
力
が
不
十
分
な
高
齢
者
な
ど
を
狙

い
、
強
引
に
契
約
さ
せ
る
手
口
が
目

立
ち
ま
す
。

消
費
者
の
味
方

○�

こ
の
よ
う
な
訪
問
販
売
ケ
ー
ス
で

は
、
業
者
に
対
し
て
恐
怖
心
を
抱
い

た
り
し
て
、
誰
に
も
相
談
せ
ず
に
被

害
が
拡
大
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

た
め
、
す
ぐ
に
身
近
な
方
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

○�

事
例
の
よ
う
な
悪
質
な
業
者
は
、
見

守
り
の
体
制
が
で
き
て
い
る
家
は
狙

い
ま
せ
ん
。
家
に
見
知
ら
ぬ
人
が
出

入
り
し
て
い
な
い
か
、
家
の
中
に
不

要
な
も
の
や
契
約
書
な
ど
が
な
い
か

な
ど
、
身
近
な
方
が
日
ご
ろ
か
ら
気

を
配
り
ま
し
ょ
う
。

消費生活相談コーナー
　相談日時 �毎週　月・火・木・金曜日の９時から16時

問い合わせ先　総合窓口センター市民生活課市民窓口係（消費生活センター）
� ☎（0824）62-6222　 （0824）63-2809　 shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

2
カ
月
で
総
額
４
０
０
万
円
⁉

次
々
に
布
団
を
買
わ
さ
れ
た
！

　市では、消費生活相談に関する相談窓口を設置しています。
トラブルが発生したときや、心配なときはご相談ください。

〈心配なときは、消費生活相談窓口へ〉

※�市では、悪質商法の被害にあわないための消費者出前講座
を行っています。地域や団体でお気軽にご利用ください。

５月の無料法律相談日
　相談日時 ��
　５月２日㈬・17日㈭の13時～16時

　市では、毎月弁護士による無料法律相談
を行っています。事前予約のうえ、ご利用
ください。

〈無料法律相談をご利用ください〉

広報みよし  No.09723



　
対
象
者
の
方
は
、
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
者
の
範
囲

・
身
体
障
害
者
手
帳　
1
級
、
2
級
お

よ
び
体
幹
・
下
肢
・
視
覚
・
じ
ん
臓

機
能
障
害
で
3
級
の
方

・
療
育
手
帳　
Ⓐ
、
Ａ
、
Ⓑ
の
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

1
級
、
2
級
の
方

交
付
内
容

・
1
年
間
で
48
枚

※�

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て

お
り
、
障
害
者
本
人
が
運
転
さ
れ
る
場
合
は

24
枚

※�

じ
ん
臓
機
能
障
害
1
級
お
よ
び
3
級
で
、
人

工
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
96
枚

※�

10
月
1
日
以
降
に
申
請
の
場
合
は
24
枚
（
じ

ん
臓
機
能
障
害
は
48
枚
）

申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
印
鑑

※
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

受
付
・
交
付
窓
口

・
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
障
害
者
福

祉
係

・
各
支
所
総
合
調
整
係

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課

	

障
害
者
福
祉
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

２
０
５
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

　

fukushi@city.miyoshi.hiroshima.jp

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

精
神
障
害
者
支
援
の
た
め
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
基
礎
講
座

　
精
神
障
害
を
持
つ
方
と
関
わ
る
な
か

で
、
よ
り
良
い
関
係
を
作
り
上
げ
る
た

め
に
は
、「
聴
く
」、「
伝
え
る
」こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
基
礎
講
座
を
通
し
て
、「
傾
聴
」や

「
共
感
」な
ど
を
具
体
的
な
事
例
や
演
習

を
交
え
て
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

●�

と　
き　
５
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯
、

６
月
９
日
㈯
・
23
日
㈯
、
７
月
７
日

㈯
・
21
日
㈯
、
８
月
４
日
㈯
・
18
日

㈯　
の
計
８
回�

※
予
備
日
８
月
25
日
㈯

　
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
17
時

●
と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

�

２
階　
交
流
談
話
室

●�

対　
象　
病
院
職
員
、
福
祉
関
係
事

業
所
・
機
関
職
員
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員

●�

講　
師　
三
次
病
院
地
域
生
活
支
援

部
長　
大お

お

坪つ
ぼ

将ま
さ

志し

さ
ん

●
定　
員　
10
名
程
度�

※
受
講
料
無
料

●
申
込
締
切　
５
月
２
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

　

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

統
合
失
調
症
の
方
の

家
族
学
習
会　
開
催

　
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族
を
対
象

に
、
病
気
や
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学
習

し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
悩
み
や
思
い
を
お

互
い
に
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と　
き　
５
月
10
日
㈭

�

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

�

２
階　
活
動
交
流
室

●�

対　
象

　
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族
の
み

●�

内　
容　
ビ
デ
オ
講
座「
正
し
く
理

解
し
、
回
復
を
目
指
そ
う
」
と　
　

フ
リ
ー
ト
ー
ク

●�
申
込
方
法　
５
月
２
日
㈬
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

　

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

平
成
24
年
度

三
次
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車

券
・
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）

相　談 と　　き と　こ　ろ そ　の　他 申し込み・問い合わせ先

心の
健康相談

５月15日㈫

受付時間
13：00

〜

14：00

広島県北部
保健所

（広島県三次庁
舎第３庁舎内）
三次市十日市東
四丁目６番１号

対　象：
　�ストレス・うつ病など心の健
康について不安のある方およ
びその家族など
スタッフ：
　精神科医師・保健師

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。
広島県北部保健所
保健課保健対策係
☎（0824）63-5181㈹
� （内線3342、3343）
（0824）63-5190

エイズ
検査・相談

５月９日㈬

受付時間
13：00

〜

14：30

検査は無料・匿名で受けられま
す。結果はその日にお知らせで
きます。
相談は随時実施しています。
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問い合わせ先　三次市障害者支援センター
� ☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132　 support@p1.pionet.ne.jp

　総務省では、国や特殊法人の仕事についての苦情の
解決やご意見・ご要望の実現に向けて、行政相談委員に
よる相談所を開設しています。お気軽にご利用ください。

　障害者（身体・知的・精神）の生活や就労、ご家族の悩みなどの相談に、障害者支援センター
相談員などが応じます。お気軽にご相談ください。

　裁判所、検察庁、法務局、弁護士会の
共催による無料法律相談会が開催されま
す。お気軽にご利用ください。

障害者相談会

無料法律相談室 行政相談委員の相談所

問い合わせ先　総務省中国四国管区行政評価局
	 ☎（082）228-6173　 （082）228-4955

と　　き と　こ　ろ
４月19日㈭ 14時～ 17時 八次コミュニティセンター
４月24日㈫ 10時～ 15時 三次市吉舎支所
４月26日㈭ 10時～ 11時30分 君田保健センター
５月７日㈪ 14時～ 17時 八次コミュニティセンター

５月８日㈫
10時～ 15時 三次市吉舎支所
10時～ 15時 みわ保健センター

５月10日㈭ 9時～ 12時 甲奴老人福祉センター
５月11日㈮ 9時～ 12時 三次市福祉保健センター
５月16日㈬ 9時～ 12時 作木福祉保健センター
※�「広報みよし」３月号でお知らせした４月15日㈰の三次市福祉保
健センター会場は、４月19日㈭の八次コミュニティセンター会
場に変更になりました。
※�その他、日程が変更される場合がありますので、ご利用の際は、
お問い合わせください。

●と　き　５月８日（火）　10時～ 15時
� （受付は14時45分まで）
●ところ　三次市文化会館２階　大会議室
●相談内容
民事…�不動産関係、登記関係、金銭関係、

交通事故関係、損害賠償　ほか
家事…�相続・遺産分割、夫婦・親子関係、

遺言　ほか
●相談料　無料
※予約は不要ですので、直接会場へお越しください。
問い合わせ先
　広島地方裁判所三次支部庶務課
　☎（0824）63-5141
　 （0824）64-1895

ピア・カウンセリング
統合失調症・うつ病・脊髄損傷・視覚障害・聴覚障害・歩行障害・脳血管障
害の方々が、個別に、あるいはグループでのカウンセリングを行っています。
カウンセリング時間　13時30分～15時30分�※要予約（３日前まで）

と　き ところ
５月12日㈯ 三次市福祉保健センター２階活動交流室５月19日㈯

知的障害者の相談会
相 談 員 　新

しん
元
もと
史
ふみ
子
こ
（知的障害者相談員）

相談時間　10時～ 12時�※要予約
連 絡 先　☎090-2297-4546（新元）

と　き ところ
５月19日㈯ 三次市福祉保健センター

障害者巡回相談
相 談 員　三次市障害者支援センター相談員�ほか
相談時間　10時～ 12時

と　き ところ
５月７日㈪ 作木支所
５月８日㈫ 布野保健福祉センター
５月９日㈬ みわ保健センター
５月11日㈮ 吉舎保健センター
５月14日㈪ 君田保健センター
５月15日㈫ 甲奴老人福祉センター
５月16日㈬ みらさか福祉センター

「きこえ」に困っている人のための相談会
相 談 員 　伊

だ
達
て
元
げん
一
いち
郎
ろう
（聴覚障害者）

相談時間　９時～ 12時�※要約筆記あり
と　き ところ

５月12日㈯ 三次市福祉保健センター１階相談室

相談・問い合わせ先　地域振興部地域振興課ひとづくり係
☎・ （0824）64-2832　 chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

配偶者・パートナーからの暴力（DV）で悩んでいませんか？

秘密は厳守します。

●これらはDVです。 □ 殴られる　　　　　　　 □ 無断でメールをチェックされる　　 □ 無視される□ 生活費を渡されない　　 □ 脅される　　　　　　　　　　　 　□ 監視される
悩まないで あきらめないで

勇気をだして
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三次観光イメージキャラクター
『きりこちゃん』

【問い合わせ先】　三良坂平和美術館
� ☎・ （0824）44-3214

【問い合わせ先】
　はらみちを美術館（君田温泉森の泉内）
� ☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119

【問い合わせ先】
　みよし本通り商店街（モリトー）　　 　☎（0824）62-2249
　みよし本通り商店街ホームページ　 http://www.mhst.jp/

第19回あったかむらきみた
写真コンテスト作品展示

第22回県北の画家たち展

オープンカフェ

４月のふれあい広場ティータイムday

新でこ市れとりーとふぇすてぃばる

●と　き	 ４月22日㈰・５月20日㈰

●と　き� ４月21日㈯　13時30分～
●ところ� はらみちを美術館
●参加費� 400円

●と　　き� ４月１日㈰～４月30日（月・休）
� ※４月17日㈫休館
●開館時間� ９時～ 17時
●と こ ろ� はらみちを美術館
●入 館 料� 無料

●と　　き�（前期）４月20日㈮～５月13日㈰
� （後期）５月17日㈭～６月10日㈰
●開館時間� ９時～ 17時
●と こ ろ� 三良坂平和美術館
●入 館 料� �一般400円、65歳以上300円、高校生200円
� ※�中学生以下、障害者手帳などをお持ちの方お

よび介助者は無料

●と　き� ４月29日㈰
 10時～ 15時
� ※三次人形販売：９時30分～
●ところ� �みよし本通り商店街

　石畳の通りに卯
う
建
だつ
のある町家や

レトロな洋風建築が立ち並ぶ、み
よし本通り商店街。祭りでは三次
人形の限定品が販売されるほか、
フリーマーケットや歌謡ショーな
どが催されます。

　和小物や古布の販売、お茶席やさき織り体験のほか、陶器市や玩
具市も催され、「れとりーとふぇすてぃばる」当日には、お寺の朝
市やヴィンテージカーの展示も行われます。

「蟲
むし
送り出発！」

「和モダン 和づくし週間」

●と　き	 ４月28日㈯～５月６日㈰
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【問い合わせ先】
　三次市文化連盟三次支部（三次市文化会館内）
� ☎（0824）63-6335
� （0824）63-6337

【問い合わせ先】
　今福事務所　☎・ （0856）56-0036

【問い合わせ先】　三次市消防団事務局
� ☎・ （0824）63-1192

【問い合わせ先】　広島三次ワイナリー
� ☎・ （0824）64-0200

第39回みよし市民祭
「俳句・短歌大会」 プロムナードコンサート

春の三次ワイン祭

三次市消防音楽隊

●と　き� ５月27日㈰ 開演14時（開場13時30分）
●ところ� 十日市コミュニティセンター
●入場料� 前売り  一般：2,000円　中学生以下：1,000円
� 当 日  一般：2,500円　中学生以下：1,500円
●チケット取り扱い　�今福事務所または三次童心太鼓

（☎0824-68-2045）までお問い合わ
せください。

●と　き� ４月22日㈰� 開場13時30分（開演14時）
●ところ� 十日市コミュニティセンター大ホール
●入場料� 無料
※�駐車場に限りがあるため、公共交通機関や乗り合わせでのご
来場にご協力ください。
※お子様連れのご来場も可能です。

●募集内容

俳句大会 � 募集作品　１人雑詠２句
� 出 句 料　１人1,000円

短歌大会 � 募集作品　自由詠１人２首まで
� 出 詠 料　１人1,000円

●応募締切� ５月10日㈭
※応募作品は、自作未発表の作品に限ります。
※�出句票、出詠票は、三次市文化会館、市役所各支所およびみ
よしまちづくりセンターにあります。

●と　き� ５月３日（木・祝）～５日（土・祝）
� 10時30分～ 15時30分
●ところ� 広島三次ワイナリー　芝生広場

　三次市消防音楽隊主催の防火広報活動であ
るプロムナードコンサートを今年も開催しま
す。楽しい企画満載で、皆さんのお越しをお
待ちしています。

　毎年恒例、春の三次ワイン祭が開催されま
す。芝生広場には特産品やフードコートがず
らりと並び、ステージでは神楽や太鼓、歌の
ほか、クイズやビンゴゲームなどが催され、
大人から子どもまで楽しめるイベントとなっ
ています。

　第 39回を数える、みよし市民祭「俳句・
短歌大会」を開催します。出品作品を募集し
ますので、ぜひご応募ください。

俳句大会６月16日㈯、短歌大会６月17日㈰、
いずれも三次市文化会館で開催します。

　島根県を拠点に国
内外で活躍されてい
る今

いま

福
ふく

　優
ゆう

さんの初
公演です。今福さん
に師事する末

すえ

長
なが

　愛
あい

さん、堂
どう

本
もと

英
え

里
り

さん
との共演にも注目で
す。迫力満点の和太
鼓の世界を、ぜひご
堪能ください。

THE�WORLD�OF�YU�IMAFUKU
和太鼓・唄・踊り・篠笛

和太鼓“今福�優の世界”三次公演
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問い合わせ先　☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012　 info@genso-sayume.jp

好評開催中！

次回のご案内

奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆さんの
ご協力によって運営されています。ボランティアスタッフ募集！

受付・監視・ガイド・広報・事務・イベント・呈茶・環境美化など、
自分に合った活動でボランティアができます。美術館では、ボランティアでご協力いただける方を募集しています！

柳宗悦展 -暮らしへの眼差し-

と　　き　５月６日㈰ 14時〜・19時〜
出　　演　山

やま

本
もと

 貴
たか

之
ゆき

（オーボエ）　久
く

保
ぼ

田
た

 園
その

子
こ

（ピアノ）

曲　目 「アヴェ・マリア」シリーズ
� 「ガブリェリのオーボエ」（映画「ミッション」より）

� 「アメイジング　グレイス」ほか

満月ロビーコンサート 「祈りと誓いによせて」

　奥田元宋の生誕100年を記念し開催している本展では、画家・奥田元宋を育
てた舞台であり、日本画壇を代表する団体として、時代を牽引してきた日展か
ら、珠玉の作品を一堂に展示し戦後の日本画の歩みを辿ります。三次での初公
開作品を含む奥田元宋３作品をはじめ、岡山県出身の池

いけ

田
だ

遙
よう

邨
そん

、小
お

野
の

竹
ちっ

喬
きょう

、島
根県出身の橋

はし

本
もと

明
めい

治
じ

や、元宋の師匠 児
こ

玉
だま

希
き

望
ぼう

、同門の佐
さ

藤
とう

太
たい

清
せい

など23作家の
46作品を展示しています。

　無名の職人が手がけた工芸品からなる美の世界を「民
みん

藝
げい

」と名付け、日本人
の生活の中に根付かせた文化人・柳

やなぎ

宗
むね

悦
よし

（1889－1961）の世界観を、柳の収
集した美術工芸品を中心とする約350点で紹介し、人と生活と美の関係を問い
ただす機会とします。

と　　き　 ４月７日㈯～５月13日㈰ ※４月11日㈬休館、５月９日㈬は開館
開館時間　�９時30分〜 17時（入館は16時30分まで）

※５月６日㈰は21時まで開館
観 覧 料� �一般：1,000（900）円、ペアチケット：1,800円、

高・大学生：500（400）円、中学生以下：無料

と　　き　 5月29日㈫～７月８日㈰※６月13日㈬休館
開館時間　�９時30分〜 17時（入館は16時30分まで）

※6月4日（月）、7月4日（水）は満月のため21時まで延長
観 覧 料� �一般：1,000（900）円、ペアチケット：1,800円、

高・大学生：500（400）円、中学生以下：無料

※常設展料金を含む　※（　）内は20名以上の団体および前売り
※ペアチケットは一般男女のペアが対象
※�身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は観覧料無料

※常設展料金を含む　※（　）内は20名以上の団体および前売り
※ペアチケットは一般男女のペアが対象
※�身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は観覧料無料

奥田元宋生誕100年記念 奥田元宋と戦後の日展日本画
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ARTTIMES奥 田 元 宋 ・ 小 由 女 美 術 館
企画展情報 AARTTIMESTIMESTAARTTIMESTIMEST奥 田 元 宋 ・ 小 由 女 美 術 館奥 田 元 宋 ・ 小 由 女 美 術 館奥 田 元 宋 ・ 小 由 女 美 術 館 AARTTIMESTIMESTAARTTIMESTIMEST

橋本明治《想う》　 昭和30年　島根県立美術館　椅子にくつろぐ明るい表情の舞妓。 
背後にはヨーロッパ旅行の追想か、エジプトのトルソーが描かれる。

《柳宗悦　日本民藝館にて》
1951年
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第
64
回

広
島
県
美
術
展
出
品
作
品
募
集

募 集●
応
募
資
格　
県
内
在
住
者

※�

た
だ
し
、
県
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
、

一
時
的
に
県
内
を
離
れ
て
い
る
方
も
出
品
可
能
。

●
応
募
種
目

　

�

絵
画
系
、
彫
塑
系
、
工
芸
系
、
書
系
、

写
真
系
、
デ
ザ
イ
ン
系
の
6
種
目
。

※
1
種
目
に
つ
き
1
人
1
点
ま
で
出
品
可
能
。

※�

出
品
作
品
は
、
自
己
の
創
作
し
た
作
品
で
未

発
表
の
も
の
。
デ
ザ
イ
ン
系
の
作
品
は
、
共

同
制
作
も
可
能
。

●
出
品
料　
1
点　
４
，５
０
０
円

●
作
品
受
付
日
時

　
６
月
７
日（
木
）・
８
日（
金
）

　
10
時
～
19
時

●
作
品
受
付
場
所

　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

�（
三
次
市
十
日
市
西
六
丁
目
10
番
45
号
）

※�

応
募
さ
れ
る
方
は
、
作
品
受
付
日
時
に
、
作

品
を
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
市
文
化
会
館

　
☎（
０
８
２
４
）６
３

－

６
３
３
５

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

６
３
３
７

「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
」
で
奏
で
る

ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
２
参
加
者
募
集

募 集
　
世
界
で
有
名
な「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
」

の
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ど
な
た
で
も
自
分
の
好
き
な
曲
を
演

奏
で
き
ま
す
。

●
と　
き　
６
月
２
日
㈯
10
時
～
17
時

�

（
休
憩
：
12
時
～
13
時
）

●
と
こ
ろ　
三
次
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
参
加
費　
５
０
０
円（
１
組
10
分
）

●
応
募
締
切　
５
月
25
日（
金
）

※�

持
ち
時
間
は
、
出
入
り
を
含
め
１
人
（
組
）
10
分
以

内
で
す
。

※
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
何
曲
弾
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※�

ほ
か
の
楽
器
や
合
唱
団
と
の
共
演
、
家
族
や
友
人
と

の
連
弾
も
可
能
で
す
。

※
会
場
ま
で
の
送
迎
は
、
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
市
文
化
会
館

　
☎（
０
８
２
４
）６
３

－

６
３
３
５

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

６
３
３
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成
人
式
実
行
委
員
募
集

募 集
　

８
月
15
日（
水
）
に
開
催
す
る
成
人

式
の
企
画
・
運
営
に
参
加
し
て
く
だ
さ

る
成
人
代
表
者
お
よ
び
市
民
を
募
集
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
成
人
対
象
者

　
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
市
内

在
住
者
お
よ
び
市
外
に
住
む
三
次
市
出

身
者

●
応
募
対
象

・
成
人
対
象
者

・
高
校
生
以
上
の
市
民
で
、
成
人
式
運

営
に
関
心
が
あ
り
、
実
行
委
員
会
に

参
加
で
き
る
方

●
参
加
内
容

　

�

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
企

画
・
運
営
等

●
活
動
期
間

　
５
月
下
旬
～
８
月
15
日（
水
）ま
で

●
応
募
方
法

　

�

住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
を
、
郵
送
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　
５
月
18
日（
金
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
７
２
８

－

８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
二
丁
目
８
番
1
号

　
地
域
振
興
部
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

平
成
24
年
度

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
事
業
募
集

募 集
　
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通
じ

て
市
民
の
皆
さ
ん
の
夢
や
希
望
を
は
ぐ

く
む
こ
と
を
め
ざ
し
、
市
民
が
主
体
と

な
っ
て
企
画
さ
れ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
の
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
を
募
集
し

ま
す
。

　
応
募
さ
れ
た
事
業
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
振
興
事
業
検
討
委
員
会
で
協
議
さ

れ
た
後
、
市
に
お
い
て
決
定
し
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
実
現

で
き
な
か
っ
た
事
業
計
画
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
事
業

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
事
業
と
し
ま
す
。

・
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
こ
と
。

・
新
た
な
計
画
ま
た
は
見
直
し
に
よ
り

拡
充
が
図
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
市
全
域
ま
た
は
周
辺
市
町
へ
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●�

第
１
回
応
募
締
切　
４
月
27
日（
金
）

※�

以
降
、
予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
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問い合わせ先　社会福祉法人 章仁会　☎（0824）66-2755　 （0824）66-1184

高齢者向け優良賃貸住宅「キャピタルヒル・コミュニティ章仁苑」入居者募集
●所 在 地　三次市和知町1808番地１　　●募集戸数　26戸（鉄筋コンクリート３階建）

戸　　数 ３戸 １戸 10戸 12戸
間�取�り 1LDK 1K 1K 1K

専用面積 66.72 ～
71.55㎡ 27.77㎡ 31.44 ～

36.78㎡
32.95 ～
34.24㎡

家　　賃 80,000円／月 50,000円／月 45,000円／月 47,000円／月
家賃の支払い方法 月払い方式

共益費
※�共有部分の電気・水道・エレ
ベーター・清掃費用等

15,000円／月（2人入居の場合5,000円追加）

敷　　金 135,000 ～ 240,000円（家賃の３カ月分）
緊急時対応サービス 24時間緊急コール対応・職員24時間常駐

提供される生活支援サービス 食事の提供（１カ月45,000円）、安否確認、生活相談、フロントサービス
駐車場 20台　※利用料金無料

●入居者の資格
・60歳以上の方であること。
・�現に同居し、もしくは同居しようとする方がいる
場合は、次のいずれかに該当すること。
①配偶者
※�婚姻の届けをしないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある、
その他婚姻の予定者を含む。
②60歳以上の親族
③知事が市町村と協議して認めた者
※�入居者の介護を行う方、入居者が扶養している方で、年度当
初に18歳未満の方など。
④�所得が地域優良賃貸住宅制度要綱に定める額以
下であること。

※所得の基準額等、詳しくは、お問い合わせください。

●入居申込の期間・場所
　申込期間　４月17日㈫～24日㈫
　申込場所　「キャピタルヒル・コミュニティ章仁苑」
　　　　　　１階受付　☎（0824）66-1243
●入居申込に必要な書類
　�①入居申込書　②住民票　③所得を証明する書類
　④納税証明書　⑤健康保険証
　⑥その他、必要に応じて提出を求める書類

※�「キャピタルヒル・コミュニティ章仁苑」は、国
と三次市が家賃の一部を一定の期間補助し、入
居者の家賃負担を軽減する住宅です。

※	入居者を公募し、
申し込み受理戸数
が募集戸数を超え
る場合は、抽選と
なります。

平
成
24
年
度

市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

募 集
　
市
内
に
４
カ
所
あ
る
市
民
農
園
の
う

ち
、
３
カ
所
に
空
き
が
あ
り
ま
す
。
野

菜
や
花
を
作
っ
て
み
た
い
方
、
自
然
に

親
し
み
農
作
業
の
体
験
を
し
て
み
た
い

方
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
市
民
農
園

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
福
田
農
園

●	

場　
所　
三
次
市
和
知
町

　
（
国
道
１
８
３
号　
三
次

－庄
原
沿
い
）

●
募
集
区
画

　
10
区
画（
１
区
画
約
50
㎡
）

●
利
用
料　
３
，０
０
０
円
／
年

②
沖
の
原
ふ
れ
あ
い
農
園

　
給
湯
室
や
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
、
休

憩
室
な
ど
を
完
備
し
た
交
流
棟
が
あ
り

ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

も
楽
し
め
ま
す（
有
料
）。

●
場　
所　
三
次
市
君
田
町
櫃
田

●
募
集
区
画

　
15
区
画（
１
区
画
約
50
㎡
）

●
利
用
料　
１
０
，０
０
０
円
／
年

③
体
験
農
園　
長
沢
の
里

　
一
輪
車
や
鍬
な
ど
の
農
機
具
を
無
料

で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

　
給
湯
室
や
更
衣
室
・
ト
イ
レ
な
ど
を

完
備
し
た
管
理
棟
が
あ
り
ま
す
。

●
場　
所　
三
次
市
三
良
坂
町
仁
賀

●
募
集
区
画

　
３
区
画（
１
区
画
50
㎡
）

　
４
区
画（
１
区
画
30
㎡
）

●
利
用
料

　
６
，０
０
０
円（
50
㎡
）／
年

　
３
，６
０
０
円（
30
㎡
）／
年

応
募
方
法

①�

農
政
課（
市
役
所
本
庁
東
館
４
階
）

の
窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②�

沖
の
原
ふ
れ
あ
い
農
園
管
理
組
合

　
☎（
０
８
２
４
）５
３

－

２
６
１
６

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③�
体
験
農
園
長
沢
の
里
管
理
組
合

　
☎（
０
８
２
４
）４
４

－

２
４
０
７

　
ま
た
は
三
良
坂
支
所

　
☎（
０
８
２
４
）４
４

－

４
５
１
１

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
締
切
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
着
順
の
受
付

と
し
ま
す
の
で
、お
早
め
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
部
農
政
課
農
林
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
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（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

　

nousei@city.miyoshi.hiroshima.jp
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一般職業訓練講座 ※時間は変更になる場合があります。

講　座　名 期　　間 時　間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

Excel マスターコース 5/14～ 6/14 月・木 18:30 ～ 20:30 10 12,000 円（テキスト代別）
12,000 円（テキスト代別）

パソコン基礎インターネット活用コース 5/15 ～ 6/15 火・金 18:30 ～ 20:30 10 12,000 円（テキスト代別）
12,000 円（テキスト代別）

Excel　ステップ１　基本編 5/17～ 6/5 火・木 10:00 ～ 12:00 10 7,000 円（テキスト代別）
7,000 円（テキスト代別）

中間管理職研修
（実用ビジネス基本講座） 5/15・16 木・金 9:00 ～ 16:00 15 17,000 円（昼食費込）

20,000 円（昼食費込）
庭木の剪定「春季・松、他」 5/26～ 6/2 土・日 9:00 ～ 16:00 15 9,000 円（器具代別）

11,000 円（器具代別）
※定員になり次第、受け付けを締め切らせていただきます。ご了承ください。

　市では、就職活動中の市民や市内事業所にお勤めの方の資格取得、スキルアップなどを支援する
ため、次のとおり訓練講座を開設します。ぜひ、ご活用ください。

三次市職業訓練講座を開設します

訓練講座一覧� ※時間は変更になる場合があります。
講　　座　　名 期　　　　間 時　　間 定員

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

一般事務講座：第１回 5/10・17 13:00 ～ 17:00 15
一般事務講座：第２回 6/7・14 13:00 ～ 17:00 15
一般事務講座：第３回 11/15・22 13:00 ～ 17:00 15
一般事務講座：第４回 2/7・14 13:00 ～ 17:00 15
危険予知訓練（KYT）講座 5/24・25 9:00 ～ 16:00 15

若者就職支援講座
①6/14・15 9:00 ～ 16:00 15
②8/2・3 9:00 ～ 16:00 15
③12/13・14 9:00 ～ 16:00 15

実践リーダーシップ向上研修 7/5・6 9:00 ～ 16:00 15
簡単に学べる初心者からの青色申告：第１回 7/5・19 13:00 ～ 17:00 15
簡単に学べる初心者からの青色申告：第２回 9/6・20 13:00 ～ 17:00 15
簡単に学べる初心者からの青色申告：第３回 11/29・12/13 13:00 ～ 17:00 15
簡単に学べる初心者からの青色申告：第４回 1/17・24 13:00 ～ 17:00 15
接遇・応対訓練講座（対人マナー：人の接し方） 7月上旬予定 13:00 ～ 17:00 15
接遇・応対訓練講座（応対マナー①：来客や顧客への接し方） 7月中旬予定 13:00 ～ 17:00 15
接遇・応対訓練講座（応対マナー②：来客や顧客への接し方） 10月中旬予定 13:00 ～ 17:00 15
接遇・応対訓練講座（職場マナー：コミュニケーション力アップ） 10月下旬予定 13:00 ～ 17:00 15
Jw-Cad講座 7/19・20 9:00 ～ 16:00 15
コミュニケーション能力向上研修 9/13・14 9:00 ～ 16:00 15
製造管理スタッフ養成講座 10/6・13・20・27 9:00 ～ 16:00 15
リーダーのための実践心理学講座 12/13・14 9:00 ～ 16:00 15

受
験
準
備
講
座

危険物取扱者（乙種第４類）受験準備講座 ①6/2・3・16・17 9:00 ～ 16:00 15
②11/10・11・17・18 9:00 ～ 16:00 15

医療事務�＋�医療事務コンピュータ講座（土曜日コース） 6/9�～�9/1 9:30 ～ 16:30 15
介護支援専門員（ケアマネージャー）受験準備講座 9/1・8・15 9:00 ～ 17:00 30
介護事務�＋�介護事務コンピュータ講座（土曜日コース） 10/6�～�11/10 9:30 ～ 16:30 15
衛生管理者受験準備講座 10/10・11・12 9:00 ～ 16:00 15
介護福祉士受験準備講座 12/1・8・15 9:00 ～ 16:00 30
機械保全技能士受験準備講座 12/1・8・15 9:00 ～ 16:00 30
日商簿記３級受験準備講座 12/11 ～ 2/21 13:30 ～ 16:00 15

資格
講座

訪問介護員（ホームヘルパー２級）養成講座（平日コース） 7月初旬開始予定 9:00 ～ 16:00 20
訪問介護員（ホームヘルパー２級）養成講座（土・日コース） 9月初旬開始予定 9:00 ～ 16:00 20

○ 受講 料　無料　※ただし、講座によってはテキスト代・受験料などが別途必要です。
○申込期間　各講座開始の 10日前まで
○申込方法　広島北部地域職業訓練センター（三次市職業訓練センター）へ、電話でお申し込みください。

広報みよし  No.09731
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申し込み・問い合わせ先　広島北部地域職業訓練センター（三次市職業訓練センター）
	 ☎・ （0824）62-8500　 info@nhvtc.ac.jp　 http://www.nhvtc.ac.jp/index.htm



「広島東洋カープvsオリックス・バファローズ」戦
始球式参加者募集

４月１日からカーター記念球場、
三良坂運動公園の予約先を
変更しました

日本生命セ・パ交流戦

5月

対象者 　�市内小学校に在籍する４～６年生（男女不問）で、
試合当日17時までに、三次きんさいスタジアム
にお越しいただける方

募集人数 　１人
応募方法 　	ハガキに住所、参加者名、保護者名、小学校名、

学年、連絡先、好きなカープの選手名を記入し、
事務局へお申し込ください。

　　　　　※�応募は、ハガキ１枚につき１人とし、１人１枚に限ります。
応募締切 　５月10日（木）当日消印有効
当選発表 　	応募者の中から抽選により当選者を決定し、当選者

には、後日事務局から連絡します。

カーター記念球場

　（現）甲奴町振興協議会連合会	 ☎（0847）67-3535
　（新）三次市立図書館甲奴分館	 ☎（0847）67-3532

三良坂運動公園

　（現）三良坂施設管理等㈲	 ☎（0824）44-3900
　（新）三次市立図書館三良坂分館	 ☎（0824）44-4506

緊急連絡先

　㈱暮らしサポートみよし
　（三次市文化会館内　施設管理課）	 ☎（0824）63-6335

　※	暫定措置として、４月１日（日）～ 30日（月）までは、
（現）・（新）の両方で受け付けを行い、５月１日（火）
から完全移行します。三次市プロ野球公式戦開催実

行委員会事務局（事務局：地域振興部観光交流課内）
　〒728-8501　三次市十日市中二丁目８番１号
　☎（0824）64-0066　 （0824）62-6137

　㈱暮らしサポートみよし
　☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337

主　な　行　事 S c h e d u l e

　６月11日（月）開催の「2012年度日本生命セ・パ交流戦
広島東洋カープ	vs	オリックス・バファローズ戦」の始球
式の参加者を募集します。

みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
3日（木・祝）～5日（土・祝）ミカサカップ 

5日（土・祝）・6日㈰ 全日本少年サッカー大会北支部予選会 

6日㈰ MIYOSHI DOME CUP

6日㈰・7日㈪ 三次地区高体連地区総体　陸上の部 

12日㈯ 三次地区３種トレセン 

12日㈯・19日㈯・
20日㈰ 第51回中国実業団陸上競技選手権大会 

13日㈰

シティリーグ 
工業団地ソフトボール大会 
MIYOSHI DOME OPEN
プロ野球OB会野球教室 

19日㈯・20日㈰ 広島県中学校ソフトテニス選手権大会備北地区予選会

23日㈬ 厚生年金受給者協会グラウンドゴルフ大会 

26日㈯ サンフレユースサッカー大会 
広島県中学校サッカー選手権備北地区大会 

26日㈯～28日㈪ 中国地区高校軟式野球大会 

27日㈰ 県北陸上競技大会兼全国小学生交流会予選 
Nリーグ

三次市営球場（西酒屋町）
☎・ （0824）63-1237
3日（木・祝）～5日（土・祝）第29回全日本少年軟式野球大会北部地区予選大会

12日㈯ マクドナルドカップ第16回中国地区学童軟式野球
選手権大会三次地区予選大会

19日㈯・20日㈰・
26日㈯・27日㈰ 第67回国民体育大会軟式野球競技広島県選考大会

カーター記念球場（甲奴町）
☎（0847）67-2093

12日㈯ 平成24年度広島県スポーツ少年団軟式野球
交流大会甲奴地区予選大会

13日㈰ 第45回中国五県一部・二部軟式野球大会
甲奴地区予選大会

19日㈯・20日㈯・
26日㈯ 広島県中体連軟式野球選手権大会

26日㈯ マクドナルドカップ第16回中国地区学童軟式野球
選手権大会甲奴地区予選大会

広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370
　http://www.mizuno.co.jp/school/facility/shisetsu_17/

3日（木・祝） ㈶日本バレーボール協会公認C級審判員資格取得講習会

4日（金・祝） みどりの日無料開放

5日（土・祝） こどもの日無料開放

8日㈫ 第44回ミズノ杯パークゴルフ大会

10日㈭ ミズノ・スポーツ塾

12日㈯
第26回三次市親善卓球カーニバル

アウトドアきっず倶楽部～昔ながらの田植え体験～

13日㈰ 全日本9人制クラブカップ選手権大会県予選会

17日㈭ ミズノ・スポーツ塾

19日㈯
広島県中学校選手権大会バレーボール三次市予選大会

エンジョイ！フットサルリーグ2012第１節

24日㈭ 第９回ミズノ杯パークゴルフ ペア大会

26日㈯・27日㈰ 広島県バスケットボール選手権大会備北地区予選大会

27日㈰ 県北フットサルリーグ2012第１節

申 し込み・問い合わせ先

問い合わせ先
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申し込み・問い合わせ先　広島県立みよし公園（指定管理者ミズノグループ）
 ☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370

５月４日「みどりの日」無料開放Day
※５月２日㈬は臨時開園します。

と　 き 　	５月４日（金・祝）みどりの日
対　 象 　	どなたでも
対象施設 　	温水プール、トレーニングルーム、

パークゴルフ場、文化活動室（卓球）

５月５日「こどもの日」無料開放Day
と　 き 　	５月５日（土・祝）こどもの日
対　 象 　	中学３年生まで
対象施設 　	温水プール、トレーニングルーム、

パークゴルフ場、文化活動室（卓球）

楽しさ爆発! みよし公園フェスティバル ～ GW ～
と　 き 　	５月４日（金・祝）みどりの日
　　　　　10時～ 16時
内 容 　	「ふれあい動物園」や「ロッククライミング」などの体験イベ

ント。
　　　　　	「ふれあい動物園」では、羊やヤギのエサやり体験やヤギの

搾乳体験、ウサギやモルモットなどと直接触れ合える時間が
あります。

　　　　　※内容が一部変更となる場合があります。

★アウトドアきっず倶楽部イベント「昔ながらの田植え体験」
　君田町「こぶしの森　体験の館」で開催される農業体験に参加しよう！
と　 き 　�５月12日㈯　　　 対　 象 　	小学生　　　 定 員 　20人　　　 参加費 　700円/人

広島県立みよし公園へ行こう！ ～Ｇ
ゴールデンウィーク

Ｗは、みよし公園へG
ゴー

o! ～

申し込み・問い合わせ先　みよし運動公園（指定管理者ミズノ㈱）
	 ☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344

★ソフトテニススクール

★硬式テニススクール

月 火 水 木 金 土

9：30 ～ 11：00 初心者 初心者 初心者 初級中級
10：00 ～ 11：0011：15 ～ 12：45

14：00 ～ 15：30 中級 初級

16：00 ～ 17：00 キッズ
4 ～ 7歳 キッズ

ジュニア
17：00 ～ 18：1518：00 ～ 19：15 ジュニア ジュニア ジュニア強化

18：00 ～ 18：45 ジュニア

19：30 ～ 21：00 初心者 初心者 初級 中級 初級

ラケットの持ち方から基本ストローク、各ショットの練習や
ミニゲームを取り入れて楽しく開催します！

テニスは初めてという方から、ゲームに勝つための上級テクニックを習得したい方まで、
快適な環境の中で適切な指導を受けられます！

と き 　�毎週土曜日　14時～ 16時
※詳しくはお問い合わせください。

対 象 　	小学生（４～６年生）、成人男女

受講料 　	平日昼間16,800円、平日ナイター 18,000円、
土曜日18,000円、	
キッズ・ジュニア	
10,000円（１期：２カ月/８回分）	
※入会金無料　※無料体験レッスンあり

定 員 　�各クラス８名
講 師 　	ミズノアドバイザリースタッフ　藤

ふじ
岡
おか
嗣
つぐ
也
や
さん

その他 　	プライベートレッスン受付中！
プライベートレッスン（１時間）

人数 一般 中学生以下
１人 5,000円 4,000円
２人 8,000円 6,000円
３人 9,000円 8,000円

受講料 　	小学生3,000円/１期、
成人男女4,000円/１期（１期：４カ月/12回分）

定 員 　	各20名
講 師 　	三次市ソフトテニス連盟

※詳しくはお問い合わせください。

みよし運動公園へ行こう！
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図書館へ行こう ! 5月

40歳からの痩せトレ！
カッコいいカラダに変わる
ウォーク＆ラン　コアトレ、食トレ
　著　／平塚　潤　　出版社／エクスナレッジ

　40 歳はカラダの転換期。
このタイミングで「痩せト
レ」を行って、自分のカラ
ダをコントロールすること
に成功した著者が、自らの
体験にもとづいていて書か
れた本です。

　写真や図で、筋力・有酸素トレーニング
方法を解説、食事のとり方もトレーニング
として「食トレ」を紹介しています。
　カラダへの負担を減らし、ケガや病気を
誘発しない、健康なカラダづくりのために、
参考にしたい一冊です。

※日程が変更になる場合があります。
行 事 名 日 時 対 象

三次市立図書館　　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861
※場所はいずれも２階（畳の部屋）です。

このほんだいすき
ぷーさんの会 ５月５日（土・祝） 10：30～ 幼児から

ぐるんぱ ５月９日（水）　10：30～ 乳幼児から

たんぽぽ ５月19日（土）　14：00～ 幼児から

トトロのよみきかせ ５月26日（土）　15：00～ 幼児から

君田図書館　　☎・ （0824）53-7050

ばんびのお話し広場 ５月26日（土）　13：30～ 幼児から

布野図書館　　☎・ （0824）54-2288

絵本の会「空色のたね」 ５月17日（木）　10：00～ 乳幼児から

絵本の会「空色のたね」 ５月19日（土）　10：30～ 幼児から

作木図書館　　☎（0824）55-2115　 （0824）55-7010

絵本の会「どんぐり」 ５月15日（火）　15：30～ 幼児から

吉舎図書館　　☎・ （0824）43-4513

おはなし広場 ５月５日（土・祝） 10：30～ 幼児から

三良坂図書館　　☎・ （0824）44-4506

おはなし会 ５月15日（火）　10：30～ 幼児から

三和図書館　　☎（0824）52-3739　 （0824）52-3740

読書会 ５月３日（木・祝） 10：00～ 一般

絵本の広場 ５月20日（日）　14：00～ 幼児から
おひざにだっこの
おはなしタイム ５月23日（水）　10：30～ 乳幼児から

甲奴図書館　☎（0847）67-3532　 （0847）67-3538
「へびくんのおさんぽ」
のお話し会 ５月19日（土）　14：00～ 幼児から

五感力は生きる力
第１巻　スゴイぞ！きみの五感力！
監　修／山下柚実　　出版社／鈴木出版

　「見る、聞く、かぐ、味
わう、さわる」の５つの力、
つまり五感の力によって、
わたしたちは毎日を安全に
快適にくらしています。
　でも、この五感はしっか

り活用されているでしょうか。大切な力が
生かされずにいるとしたら…。この本は私
たちの中にある五感の力をしっかり活用し、
強く豊かに生きる方法を教えてくれます。

新 着 情 報

図書館ニュース

　三次市立図書館では、図書整理ボランティア「ラ
イボの会」の会員を募集しています。
主な活動内容は、
○�ボランティア会員の皆さんの自由な時間に図書
館の書架整理をしていただく
○�毎月決められた館内整理日に書架整理を職員と
一緒に行う　 などです。

「ライボの会」体験会開催
　体験会を次のとおり開催します。興味のある方
は、ぜひご参加ください。
●と　き　４月23日（月）10時～ 11時30分
●ところ　三次市立図書館
●対　象　中学生以上
●内　容　活動内容の説明、書架整理体験
※�事前の申し込みは不要ですので、直接お越しください。
※体験会に来られない方も、応募は可能です。

三次市立図書館

問い合わせ先　三次市立図書館　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861

図書整理ボランティア「ライボの会」会員募集

広報みよし  4月号 34



0120-307-344お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

携帯電話から
（0824）65-2211

無料三次市後援
受講料

締切日：開催日の5日前 定員：各10人
５月のパソコン教室を次のとおり開催します。
※申込期日前でも募集定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。

十日市会場…㈱三次ケーブルビジョン　　川地会場…川地コミュニティーセンター

※ただし、テキスト代は実費

広報みよし  No.09735

人口総数…………………… 57,078人（－348人）
男…………………………… 26,936人（－184人）
女…………………………… 30,142人（－164人）
世帯総数………………… 23,784世帯（－49世帯）

４月１日現在　（　）は対前月比　※外国人登録を含む

人 口 の 動 き

降水量…………………………………… 115.5㎜
平均気温…………………………………… 5.6℃
最高気温………………… 19.0℃（29・30日）
最低気温………………………… -2.7℃（14日）

気象庁〈三次地点〉　気象統計資料による

３ 月 の 気 象

警戒日……………………………… ５月29日㈫
北部ブロック警戒日…………………５月１日㈫
路線別注意日（Ｒ54）�…………５月５日（土・祝）
県下一斉警戒日…………………… ５月18日㈮

5月

交通事故が多発しています。安全運転を心がけましょう。！
警戒日 交通事故発生の可能性がもっとも高い日

交通事故多発予報

月間有効求職者数……………………… 1,145人
月間有効求人数………………………… 1,140人
月間有効求人倍率……………………… 1.00倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609　 （0824）62-1859

２月分

ハローワーク三次

求人・求職状況

本庁東館前 0.082 吉舎支所前 0.080
君田支所前 0.110 三良坂支所前 0.100
布野支所前 0.084 三和支所前 0.100
作木支所前 0.110 甲奴支所前 0.100

単位 マイクロシーベルト毎時

３月28日（水）　地上１メートルの高さで簡易測定

※�「放射線量の測定」についての詳細は、市ホームページをご覧ください。

３月の放射線量

●主な行事
奥田元宋・小由女美術館�【４月11日（水）休館、５月９日（水）は開館】
☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012
４月７日㈯～
５月13日㈰

奥田元宋生誕100年記念
奥田元宋と戦後の日展日本画

５月６日㈰ 開館時間延長日
お月見とロビーコンサートをお楽しみください

はらみちを美術館� 【４月17日（火）休館】
☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119
４月１日㈰～
４月30日（月・休）

第19回あったかむらきみた
写真コンテスト作品展示

５月13日㈰～
６月17日㈰

第６回はらみちを大賞
お母さんの詩コンクール入賞・入選作品展

三良坂平和美術館� 【月曜休館】
☎・ （0824）44-3214
３月18日㈰～
４月15日㈰ 安部裕子・新生加奈二人展　静かな刻 やがて…
４月20日㈮～
５月13日㈰ 第22回県北の画家たち展（前期）
５月17日㈭～
６月10日㈰ 第22回県北の画家たち展（後期）
４月22日㈰・
５月20日㈰ オープンカフェ

美術館あーとあい・きさ� 【月曜休館】
☎・ （0824）43-2231
３月25日㈰～
４月15日㈰

郷土作家シリーズ④
加川未菜・糀田祐美子油彩画二人展

吉舎歴史民俗資料館� 【月曜休館】
☎・ （0824）43-2231
４月１日㈰～
６月30日㈯ 「吉舎町の伝説」挿絵展（第３部）

三次市文化会館� 【４月18日（水）・５月16日（水）休館】
☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337
５月19日㈯・
20日㈰ 第39回みよし市民祭「芸能祭」「いけ花展」
５月23日㈬ 五月みどり・三門忠司歌謡ショー
５月27日㈰ 話芸・みよし劇場
広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）
☎（0824）66-2881　 （0824）66-3106
４月13日㈮～
６月３日㈰

歴史民俗展示
「行ってみたい！ひろしまのモダン・レトロな建物たち」

４月20日㈮～
６月10日㈰

春の展示会
「道具の今昔物語－くらしを支える道具　二千年の旅－」

５月12日㈯ ふどきの丘体験教室　第1回
「こふんの森たんけん１　ネイチャーゲーム」

５月12日㈯・
13日㈰ 「国際博物館の日記念行事　『まるごと風土記の丘体験』」

５月26日㈯ 文化財講座　第1回
「道具の今昔物語－子どもたちに伝えたい道具の話－」

ピオネットパソコン教室のお知らせ
講座名 インターネット初歩コース 文書作成コース インターネット実践コース
会　場 十日市会場 川　地　会　場 十日市会場
開催日 14日㈪～17日㈭ 22日㈫～25日㈮ 28日㈪～31日㈭
時　間 10：00～ 12：00 14：00～ 16：00 14：00～ 16：00

原則市内全戸に配布している「広報みよし」や「市ホームページ」の広告は、市民
の皆さんはもちろん、市内外へ大きな宣伝効果が期待できます。企業や商品の
ＰＲに、ぜひご利用ください！

問い合わせ先　総務部秘書広報課秘書広報係
 ☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223
  hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

「広報みよし」「市ホームページ」への広告募集中！ 詳しくは、総務部秘書広報課にお問い合わせください。



発行／三次市　　編集／総務部秘書広報課
〒728-8501�広島県三次市十日市中二丁目8番1号
☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223
�hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

三次市ホームページ　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/

携帯電話でも三次市の情報を提供しています。
ＱＲコードをバーコード読み取り機能付携帯電話で読み取ってください。

三次市モバイルサイト（携帯電話版ホームページ）
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/i/
※�一部の機種で、コンテンツの内容が正しく表示されない場合があ
ります。あらかじめご了承ください。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

問い合わせ先　三次市プロ野球公式戦開催実行委員会（事務局：地域振興部観光交流課内）
� ☎（0824）64-0066　 （0824）62-6137

販売所により、取り扱う入場券が違いますのでご注意ください。 （○印は取扱入場券）

CCプラザ サングリーン 三次広域商工会
本所・各支所 三次市観光協会 みよし

商工会議所 みよし運動公園 ローソンチケット
セブンチケット

ネット裏指定席 ○ ○ ○ ○ ― ― ○
内 野 Ａ 指 定 席 ○ ○ ○ ○ ― ― ○
内 野 Ｂ 指 定 席 ○ ○ ○ ○ ― ― ○
内野自由席（おとな） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
内野自由席（こども） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
外 野 席（ おとな ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
外 野 席（こど も） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
テラス席（６人席） ○ ○ ― ― ― ― ―
車 イ ス 席 ― ― ― ○ ― ― ―
※おとな：高校生以上　こども：小・中学生（内外野自由席券の場合、おとな入場券１枚につき、小学生未満のこども１人が無料となります。）
※内外野自由席は、場合によっては立ち見となったり、ご希望の塁側に入場できないこともありますのでご了承ください。
※指定席は、券１枚につき、保護者の膝の上で観戦する３歳未満のこどものみ１人無料。
※上記販売所の休業日には販売は行いません。

6月11日㈪ 18時試合開始
【会場：三次きんさいスタジアム】

始球式の参加者（小学生 4 ～ 6 年生）募集中！
※詳しくは、P32をご覧ください。

広島東洋カープvsオリックス・バファローズ

4月18日㈬�10時～
チケット発売日

チケット販売価格および市内販売所
◎ネット裏指定席� 4,000円
◎内野Ａ指定席� 3,000円
◎内野Ｂ指定席� 2,500円
◎内野自由席（おとな）� 2,000円
◎内野自由席（こども）� 1,000円

◎外野自由席（おとな）� 1,500円
◎外野自由席（こども）� 700円
◎テラス席（６人席）� 24,000円
◎車イス席（同伴者も同額、同伴者は１人まで可）
� 2,500円

※�発売日当日（４月18日）は、テラス席（６人席）に限り、１人につき１テラス分（６席分）の
みの販売となります。
　なお、その他の席については、購入枚数の制限はありません。

広島東洋カープ


